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連
日
の
降
雪
で
平
均
積
雪
深
が

３
３
２
㎝
を
記
録

　
１
月
31
日
㈪
に
市
内
５
か
所
（
十
日

町
地
域
消
防
本
部
・
川
西
ダ
ム
・
中
里

支
所
・
松
代
支
所
・
松
之
山
支
所
）
の

指
定
観
測
所
で
、
積
雪
深
の
平
均
が
３

３
２
㎝
を
超
え
ま
し
た
。２
月
７
日
㈪
、

標
高
４
５
０
ｍ
に
あ
る
枯
木
又
補
助
観

測
所
で
は
、
積
雪
深
４
０
５
㎝
、
降
雪

深
累
計
１
、
３
４
５
㎝
を
記
録
し
、
今

冬
最
大
の
積
雪
深
と
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
雪
の
影
響
で
市
内
で
は
、
家
屋

被
害
が
発
生
し
、
除
雪
作
業
中
の
死
傷

者
が
40
人
を
超
え
ま
し
た
。

【
２
月
17
日
㈭
ま
で
の
被
害
状
況
】

▼
人
的
被
害

：

死
亡
２
人
、重
傷
26
人
、

軽
症
13
人

▼
建
物
被
害
（
住
家
）

：

半
壊
１
棟
、

一
部
損
壊
５
棟
、
床
下
浸
水
６
棟

▼
建
物
被
害
（
非
住
家
）

：

全
壊
10
棟
、

半
壊
１
棟
、
一
部
損
壊
12
棟

市
民
の
安
全
を
守
る

　

～
豪
雪
災
害
対
策
本
部
設
置
～

　
１
月
20
日
㈭
、
市
内
の
５
か
所
の
指

定
観
測
所
の
平
均
積
雪
深
は
２
４
２
㎝

と
な
り
、
市
で
は
副
市
長
を
本
部
長
と

す
る
雪
害
対
策
本
部
を
設
置
し
ま
し

た
。
そ
の
後
も
降
雪
は
続
き
、
５
か
所

の
指
定
観
測
所
の
平
均
積
雪
深
が
２
７

広
が
る
支
援
の
輪

　
市
内
外
か
ら
は
、
た
く
さ
ん
の
励
ま

し
や
義
援
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

松
代
地
域
と
20
年
間
に
わ
た
り
交
流
を

続
け
て
い
る
世
田
谷
区
か
ら
は
、
豪
雪

の
お
見
舞
い
と
し
て
、
１
月
27
日
㈭
に

10
万
円
が
届
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

第
四
銀
行
と
北
越
銀
行
か
ら
は
２
月
２

日
㈬
に
、
大
光
銀
行
か
ら
は
２
月
８
日

㈫
に
そ
れ
ぞ
れ
50
万
円
が
十
日
町
市
に

寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
心
温
ま
る
支
援
の
輪
は
、
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
地
域
で
も
広
が
っ
て
い
ま

す
。
２
月
５
日
㈯
に
は
、
川
西
地
域
で

除
雪
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
「
ス
コ
ッ
プ
」
に

よ
る
要
援
護
者
世
帯
へ
の
雪
堀
り
支
援

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ス
コ
ッ
プ
は
平
成

10
年
度
か
ら
県
内
で
活
動
し
て
い
る
新

潟
県
主
管
の
ボ
ラ
ン
テ
�
ア
グ
ル
ー
プ

で
、
十
日
町
市
で
の
活
動
は
平
成
18
年

豪
雪
に
続
い
て
２
回
目
。
川
西
地
域
で

活
動
し
て
い
る
除
雪
ボ
ラ
ン
テ
�
ア

「
夢
雪
隊
」
と
協
力
し
て
、
３
軒
の
要

援
護
世
帯
の
屋
根
や
敷
地
内
の
除
雪
を

行
い
ま
し
た
。

　
池
谷
集
落
や
松
代
地
域
で
も
ボ
ラ
ン

テ
�
ア
の
皆
さ
ん
が
活
躍
し
ま
し
た
。

池
谷
集
落
で
は
、
２
月
５
日
㈯
・
６
日

㈰
に
N
P
O
中
越
防
災
フ
ロ
ン
テ
�
ア

主
催
の
雪
か
き
道
場
が
開
催
さ
れ
、
22

人
が
参
加
。
除
雪
器
具
の
使
い
方
を
教

わ
っ
た
後
、
集
落
内
で
除
雪
作
業
を
行

い
ま
し
た
。
松
代
地
域
で
は
、
２
月
８

日
㈫
か
ら
14
日
㈪
に
か
け
て
、
早
稲
田

大
学
の
学
生
が
「
ま
つ
だ
い
雪
ほ
り
プ

ロ
グ
ラ
ム
２
０
１
１
」
を
開
催
し
、
蒲

生
や
名
平
地
区
で
雪
掘
り
ボ
ラ
ン
テ
�

ア
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
学
生
た
ち

は
、
集
落
住
民
と
の
交
流
会
も
開
催
。

冬
ま
つ
り
や
運
動
会
を
企
画
し
た
り
、

高
齢
者
世
帯
に
お
菓
子
を
届
け
た
り
し

て
、
集
落
住
民
を
元
気
づ
け
ま
し
た
。

４
㎝
に
達
し
た
こ
と
か
ら
、
１
月
27
日

㈭
に
市
長
を
本
部
長
と
す
る
豪
雪
対
策

本
部
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
１
月
31
日
㈪
に
は
、
指
定
観
測
所
の

平
均
積
雪
深
が
３
３
２
㎝
を
計
測
。
過

去
30
年
間
の
平
均
最
大
積
雪
深
２
６
７

㎝
を
大
き
く
上
回
り
、
市
民
生
活
に
重

大
な
影
響
が
出
始
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
午
前
10
時
に
豪
雪
対
策
本
部
か
ら

豪
雪
災
害
対
策
本
部
に
切
り
替
え
、
道

路
除
排
雪
や
な
だ
れ
災
害
の
警
戒
と
防

止
対
策
に
努
め
ま
し
た
。（
そ
の
後
、

積
雪
深
が
減
少
し
、
ま
と
ま
っ
た
降
雪

の
予
報
が
な
い
こ
と
か
ら
、
２
月
16
日

㈬
に
十
日
町
市
豪
雪
対
策
本
部
に
切
り

替
え
ま
し
た
）

　
今
冬
の
豪
雪
に
対
し
て
国
は
、
１
月

27
日
㈭
、
川
西
地
域
に
災
害
救
助
法
を

適
用
し
、
続
い
て
１
月
31
日
㈪
に
は
、

市
内
全
域
に
災
害
救
助
法
を
適
用
し
ま

し
た
。
豪
雪
災
害
対
策
本
部
で
は
、
応

急
対
策
と
し
て
、
要
援
護
世
帯
の
屋
根

雪
除
排
雪
の
支
援
や
主
要
な
国
県
市
道

の
除
排
雪
の
強
化
、
な
だ
れ
危
険
か
所

監
視
体
制
の
強
化
を
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
災
害
救
助
法
の
適
用
に
よ
り
、
市

が
実
施
し
た
要
援
護
世
帯
の
屋
根
雪
除

排
雪
に
係
る
費
用
は
県
と
国
が
負
担
し

ま
す
。

要
援
護
世
帯
へ
の
支
援

災
害
救
助
法
適
用

道
路
脇
に
は
高
い
雪
の
壁
が
で
き
ま
し
た
。

見
通
し
が
悪
く
な
る
の
で
注
意
が
必
要
で
す

（
２
月
１
日
㈫
／
写
真
上

：

国
道
１
１
７
号
伊

達
地
内
、
写
真
下

：

千
歳
町
３
地
内
）

道
路
幅
を
確
保
す
る
た
め
に
、
安
全
を
確
保
し
な
が
ら

除
雪
機
で
排
雪
し
ま
す
（
２
月
１
日
㈫
／
桜
木
町
地
内
）

信濃川の河川敷には雪捨て場が設置されました。屋根雪などの
雪捨て場の確保も困難になってきていることから、１月27日㈭
からは市民にも開放されました（２月３日㈭）

な
だ
れ
防
止
の
た
め
、
人
力
に
よ
り
斜
面
の
雪
ぴ
を
落
と
し
ま

す
（
２
月
３
日
㈭
／
北
鐙
坂
地
内
）

市内では除雪ボランティアが活躍し、要援護
世帯の雪掘りを支援しました（２月９日㈬／
写真下：蒲生地内、２月５日㈯／写真右上：
高原田地内、写真右下：池谷地内）

　
市
内
に
は
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
な

ど
の
要
援
護
世
帯
が
２
、
５
１
３
世
帯

あ
り
ま
す
。
市
で
は
、
災
害
救
助
法
の

適
用
に
よ
り
、
２
億
３
、
０
０
０
万
円

の
予
算
を
緊
急
に
専
決
執
行
し
、
民
生

委
員
の
皆
さ
ん
か
ら
要
援
護
世
帯
の
安

否
確
認
や
除
雪
の
状
況
把
握
を
実
施
し

て
も
ら
っ
た
う
え
で
、
対
象
世
帯
の
住

家
の
雪
お
ろ
し
や
敷
地
内
か
ら
の
排
雪

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
ま
た
市
で
は
、
市
単
独
の
支
援
と
し

て
、
災
害
救
助
法
の
適
用
の
対
象
と
な

ら
な
い
、
融
雪
装
置
を
整
備
し
た
要
援

護
世
帯
に
２
万
円
を
助
成
す
る
制
度
を

立
ち
上
げ
、
き
め
細
か
い
支
援
に
努
め

て
い
ま
す
。

豪雪に
   負けない
      ために

豪雪に
   負けない
      ために

　１月中旬から降り続いた雪は、１月31日㈪に市内５

か所の指定観測所で平均積雪深332cmを記録、市内全域

で災害救助法が適用されました。この雪の影響により、

２月17日㈭までの間に市内では２人が死亡、39人が重

軽傷を負い、35棟の建物が被害を受けました。

　災害の一方で、市内外からは寄付金が寄せられ、多く

の除雪ボランティアが活動し、心温まるたくさんの支援

をいただきました。

　これからの時期は融雪によるなだれの危険が予測され

ます。引き続き注意して豪雪を乗り切りましょう。

その9

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
モ
デ
ル
事
業

の
雪

の
国は

お

し
な
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激走！市民スキー選手権大会

　歴史的事件や変化は、時代という大きなマグマが
火山として噴き出したようなものです。古代史の概
説を交えつつ、古代の政治・経済・文化のトピック
ス的な出来事の根底をのぞいてみましょう。
■講義日程：開講時間は午前の講義が午前10時30分

〜正午、午後の講義が午後１時30分〜３時
○第11回：４月24日㈰
　午前／「神武東征神話は、邪馬台国の進出を反映

　　　したものか」
　午後／「仏教の導入の背景には、大王家と蘇我氏

　　　のどんな思惑があるのか」
○第12回：６月12日㈰
　午前／「聖徳太子像を創ったのは、だれだったのか」
　午後／「茨田衫子は、なぜ死なないですんだのか

　　　…誤解された古代人の感覚」
○第13回：８月21日㈰
　午前／「大化改新はなかったという説はどうして

　　　消えたのか」
　午後／「大藤原京から、どうして平城京に遷都す

　　　ることにしたのか」
○第14回：10月23日㈰ 
　午前／「皇后でもない元正女帝が即位することに

早稲田大学・松代連携講座

（第11回〜第16回）早稲田松代塾 『日本古代史の謎に迫る』（連続６回）

講師：松尾　光氏〈早稲田大学講師、博士（史学）【専攻：日本古代史、特に奈良時代の政治・経済史】〉
　　　なった、政界裏面の真相とは」

　午後／「藤原仲麻呂は、なぜ出世できたのか…官
　　　人の昇進制度」

○第15回：12月11日㈰ 
　午前／「淳仁天皇の后はだれなのか…空白に秘め

　　　られていた野望」
　午後／「遣唐使は、中国皇帝に対等儀礼の国書を

　　　奉呈できたのか」
○第16回：平成24年３月25日㈰
　午前／「鑑真のもたらした戒律は、なぜ尊ばれな

　　　かったのか…無戒の国への回帰」 
　午後／「天平文化から国風文化へ…どこが国風な

　　　のか」
■会場：早稲田大学松代セミナーハウス
■受講料：１回500円（資料代）
■定員：先着40人
■申込み
　住所、氏名、電話・FAX番号を明記のうえ、FAX

で早稲田大学松代セミナーハウス（FAX597-
2132）へ

■問合せ：松代早稲田協力会・木戸　
               ☎045-316-2082

　２月13日㈰、第40回市民スキー選手権大会（クロスカントリー競技）が吉田クロスカントリー

競技場で、第６回市民スキー選手権大会（アルペン競技）が松代ファミリースキー場で開催され

ました。各競技の優勝選手・チームを紹介します。（敬称略）

第
40
回
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
）

種　別 １　　位

小学２年以下男子 斉藤　卓哉（城ケ丘XC）

小学２年以下女子 濱野　希美（吉田小）

小学３年男子 内山　直史（松之山JRC）

小学３年女子 山口　　悠（川治XC）

小学４年男子 小野塚光星（吉田小）

小学４年女子 関口　　渚（吉田小）

小学５年男子 中嶋竜之介（吉田小）

小学５年女子 濱野　愛美（吉田小）

小学６年男子 佐藤　　寛（吉田小）

小学６年女子 小嶋　優莉（下条小）

中学男子パシュート 小林　大輝（下条中）

中学女子パシュート 佐野　涼香（吉田中）

小学男子リレー 佐藤　寛、相崎有哉、柳　悠（吉田小Ａ）

小学女子リレー 高橋　柚、馬場真穂菜、春日美雨（吉田小Ａ）

中学男子リレー 春日耀介、栁　大地（吉田中Ａ）

中学女子リレー 酒井梨奈、齋木愛里紗（吉田中Ａ）

第
６
回
市
民
ス
キ
ー
選
手
権
大
会
（
ア
ル
ペ
ン
）

種　別 １　　位

小学３年以下男子 小口　悠炉（松之山小）

小学３年以下女子 長澤　朋枝（松里小）

小 学 ４ 年 男 子 俵山　哲多（鐙島小）

小 学 ４ 年 女 子 中村　陽菜（松代小）

小 学 ５ 年 男 子 小野塚岳人（松里小）

小 学 ５ 年 女 子 小川あかり（十日町小）

小 学 ６ 年 男 子 小口　紋炉（松之山小）

小 学 ６ 年 女 子 志賀　聖子（松之山小）

中 学 男 子 瀧澤　　樹（清津JSC）

中 学 女 子 島田　　梓（水沢中）

成 年 男 子 Ａ 小泉健太郎（十日町高校）

成 年 男 子 Ｃ 高橋　慎一（一般）

成 年 男 子 Ｄ 高橋　浩明（てるてるぼうず）

成 年 男 子 Ｅ 宮沢　伸一（当間SC）

防
災
体
制
と
災
害
救
助
法
な
ど

の
流
れ

　
市
の
雪
害
防
災
体
制
と
災
害
救
助

法
、
県
・
市
災
害
救
助
条
例
の
適
用
基

準
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

【
雪
害
防
災
体
制
の
流
れ
】

①
雪
害
対
策
室
（
平
常
時
）

　
　

12
月
の
降
雪
期
か
ら
雪
害
の
お
そ

れ
が
な
く
な
る
ま
で
、
担
当
課
及
び

特
別
班
に
よ
り
設
置
し
て
い
ま
す
。

②
雪
害
対
策
本
部
（
体
制
強
化
）

　
　

連
続
降
雪
に
よ
り
、
災
害
の
発
生

が
予
想
さ
れ
る
場
合
に
、
体
制
強
化

の
た
め
に
設
置
し
ま
す
。

③
豪
雪
対
策
本
部
（
体
制
強
化
）

　
　

指
定
観
測
所
の
平
均
積
雪
深
が
２

６
７
㎝
に
達
し
、
さ
ら
な
る
降
雪
が

予
想
さ
れ
る
場
合
に
設
置
し
ま
す
。

④
豪
雪
災
害
対
策
本
部
（
応
急
対
策
）

　
　

指
定
観
測
所
の
平
均
積
雪
深
が
、

災
害
救
助
条
例
（
市
及
び
県
）
の
適

用
基
準
（
３
２
０
㎝
）
に
達
し
、
条

例
及
び
法
が
適
用
に
な
る
よ
う
な
場

合
に
、
災
害
対
策
基
本
法
に
基
づ
く

対
応
と
し
て
設
置
し
ま
す
。

【
災
害
救
助
法
及
び
新
潟
県
災
害
救
助

条
例
の
適
用
基
準
】

　
異
常
豪
雪
に
際
し
て
市
長
は
、
次
の

基
準
に
達
す
る
と
き
は
災
害
救
助
法
及

び
県
救
助
条
例
の
適
用
を
県
知
事
と
協

議
し
、
応
急
救
助
を
実
施
し
ま
す
。

①
災
害
救
助
法
の
適
用
基
準

◇
市
の
指
定
観
測
所
（
十
日
町
地
域
消

防
本
部
・
川
西
ダ
ム
・
中
里
支
所
・

松
代
支
所
・
松
之
山
支
所
）
の
平
均

積
雪
深
が
、
累
年
平
均
最
大
積
雪
深

（
２
６
７
㎝
）
の
１
・
３
倍
（
３
４

７
㎝
）
程
度
に
達
し
た
場
合
。

◇
市
の
指
定
観
測
所
の
平
均
日
降
雪
量

の
連
続
２
日
合
計
値
が
２
０
０
㎝
以

上
、
ま
た
は
連
続
３
日
合
計
値
が
２

５
０
㎝
以
上
の
集
中
豪
雪
で
、
住
宅

で
連
日
、
ま
た
は
隔
日
の
雪
お
ろ
し

が
必
要
な
場
合
。

◇
長
期
に
わ
た
る
交
通
の
途
絶
に
よ
り

物
資
が
欠
乏
す
る
な
ど
、
日
常
生
活

に
支
障
の
発
生
、
ま
た
は
な
だ
れ
に

よ
る
住
家
倒
壊
の
お
そ
れ
が
あ
る
な

ど
の
場
合
。

◇
社
会
的
秩
序
の
維
持
・
保
全
の
た
め

に
緊
急
な
援
助
が
必
要
な
場
合
。

②
県
条
例
の
適
用
基
準

　
市
の
指
定
観
測
所
の
平
均
積
雪
深
が

３
２
０
㎝
程
度
に
達
し
た
場
合
。

③
市
町
村
合
併
に
伴
う
特
例

　
平
成
28
年
３
月
31
日
ま
で
、
旧
市
町

村
の
区
域
別
の
指
定
観
測
所
が
基
準
を

満
た
し
て
い
れ
ば
、
旧
市
町
村
の
区
域

ご
と
に
災
害
救
助
法
や
県
災
害
救
助
条

例
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

※１　５区域指定観測所累年平均最大積雪深とは、昭和50年度～平成16年度の各観測点の最大積雪深の

　　合計を観測点数で割ったもの（各年平均最大積雪深）を累年で平均したもの

※２　旧市町村区域別累年最大積雪深とは、昭和50年度～平成16年度の旧市町村区域内の観測点それぞ

　　れで最大積雪深の合計を累年で平均したもの（新潟県設定）

■問合せ：防災安全課　☎ 757-3197

観測所累計最大積雪深と災害救助法及び市・県災害救助条例の適用基準積雪深一覧

旧市町村区域別の指定観測所

５区域指定観測所累年平均
最大積雪深（※１）

旧市町村区域
別累年最大積
雪深（※２）

旧市町村区域別

市・県条例
基準

災害救助法
基準

267

市・県 法

旧十日町市 十日町地域消防本部

320 347

217 271 282

旧川西町 川西ダム 249 311 323

旧中里村 中里支所 258 309 335

旧松代町 松代支所 273 327 354

旧松之山町 松之山支所 332 365 431

（単位：㎝）

　市では、今冬の豪雪災害に係る要援護世帯の除排雪作業を受託した皆さんに、作業後の手続きにつ

いて一連の請求に係る関係書類を郵送で送付しています。まだ関係書類が届いていない個人や事業所

などがありましたら、関係書類を送付しますのでご連絡ください。

要援護世帯の除排雪作業に協力していただいた皆さんへ

■問合せ：福祉課援護係　☎ 757-9739
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「新しい公共モデル事業」の
　　　　　実施団体が決まりました

　「
新
し
い
公
共
モ
デ
ル

事
業
」
と
し
て
、
平
成
22

年
11
月
か
ら
３
つ
の
事
業

の
実
施
団
体
な
ど
を
募
集

し
て
き
ま
し
た
が
、
多
く

の
申
込
み
が
あ
り
、
次
の

と
お
り
決
定
し
ま
し
た
の

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
今

後
、「
新
し
い
公
共
」
の

担
い
手
と
し
て
実
施
団
体

の
取
り
組
み
に
注
目
し
て

く
だ
さ
い
。

市
政
事
務
嘱
託
〝
団
体
〟
設
置
事
業

　
高
齢
化
な
ど
で
、
市
政
事
務
嘱
託
員

業
務
が
大
き
な
負
担
に
な
っ
て
い
る
集

落
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
、
高
齢
化
率
な
ど
一
定
の
条
件

を
満
た
し
た
行
政
区
は
地
域
内
の
法
人

に
そ
の
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
制
度
を
変
更
し
ま
し
た
。

　
平
成
23
年
度
に
業
務
を
担
う
団
体

は
、
次
の
２
団
体
で
す
。

■
法
人
名
（
対
象
地
区
）

・
株
式
会
社 

あ
い
ポ
ー
ト
仙
田
（
仙 

　
田
地
区
）

　
　
川
西
地
域
仙
田
地
区
の
法
人
で
、

農
林
業
や
集
落
自
治
業
務
、
高
齢
者

の
サ
ポ
ー
ト
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ 

法
人
松
之
山
い
き
い
き
隊

　（
松
之
山
地
域
全
域
）

　
　
地
域
内
の
援
護
が
必
要
な
世
帯
や

　
団
体
に
対
し
て
、
助
け
合
い
の
支
援

　
活
動
に
関
す
る
事
業
を
行
い
、
福
祉

　
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

　
い
ま
す
。

※
現
在
、
該
当
行
政
区
へ
の
意
向
調
査

　
中
で
す

市
報
と
お
か
ま
ち
市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

　
市
報
を
よ
り
親
し
み
の
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、「
市
報
と
お
か
ま
ち
市
民

リ
ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
登
録
し
た
市
民

に
取
材
を
し
て
も
ら
い
、
写
真
や
記
事

を
市
報
に
掲
載
し
ま
す
。

　
現
在
８
人
が
登
録
し
て
い
ま
す
。
記

念
す
べ
き
第
１
回
目
の
記
事
は
、
23
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
市
報
２
月
10
号
で
リ
ポ
ー
タ
ー
を
紹

　
介
し
て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い

■申込み・問合せ

　〒948-8501十日町市千歳町3-3　企画政策課協働推進係

　☎757-3693　ＦＡＸ752-4635　eメール：t-kikaku@city.tokamachi.lg.jp

公
共
空
間
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー
事
業

　
社
会
貢
献
事
業
と
し
て
公
園
の
維
持

管
理
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
企
業
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
な
ど
を
募
集
し
、
市
は
そ
の
団
体

を
広
告
・
Ｐ
Ｒ
面
か
ら
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

す
る
も
の
で
す
。
９
団
体
か
ら
申
込
み

が
あ
り
ま
し
た
。（
五
十
音
順
）

⑴
㈱
き
も
の
ア
イ

⑵
ダ
イ
ナ
ム
グ
ル
ー
プ

⑶
東
部
地
区
振
興
会

⑷
十
日
町
商
工
会
議
所

⑸
十
日
町
市
職
員
互
助
会

⑹
十
日
町
市
倫
理
法
人
会

⑺
東
日
本
旅
客
鉄
道
㈱

⑻
㈱
村
山
興
業

⑼
㈱
ラ
ポ
ー
ト
十
日
町

※
担
当
す
る
公
園
や
実
施
月
は
下
表
の

　
と
お
り
で
す 

きもの広場

（クロス10前）
十日町駅西口公園 十日町駅東口公園

水辺の広場

（情報館隣）
緑道

４
月 ダイナムグループ ㈱村山興業

十日町商工会議所

東日本旅客鉄道㈱
募集中 十日町市職員互助会

５
月 東部地区振興会 ㈱ラポート十日町

十日町商工会議所

東日本旅客鉄道㈱
㈱村山興業 十日町市職員互助会

６
月 ㈱きものアイ 十日町市倫理法人会 十日町市倫理法人会 募集中 十日町市職員互助会

７
月 ダイナムグループ ㈱村山興業

十日町商工会議所

東日本旅客鉄道㈱
募集中 十日町市職員互助会

８
月 東部地区振興会 ㈱ラポート十日町

十日町商工会議所

東日本旅客鉄道㈱
募集中 十日町市職員互助会

９
月 ㈱きものアイ ㈱村山興業

十日町商工会議所

東日本旅客鉄道㈱
募集中 十日町市職員互助会

10
月 ダイナムグループ ㈱ラポート十日町

十日町商工会議所

東日本旅客鉄道㈱
募集中 十日町市職員互助会

協働のまちづくり情報�公
共
空
間
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

パ
ー
ト
ナ
ー
募
集
中
！！

　「
水
辺
の
広
場
（
情
報
館
隣
）」

の
４
月
・
６
月
〜
10
月
の
公
共
空

間
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
パ
ー
ト
ナ
ー

を
、
現
在
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
や
地
区
振
興
会
、
企
業

の
皆
さ
ん
か
ら
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

〈公共空間クリーンアップパートナー事業　実施団体〉各団体の活躍にご注目ください！！
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市
で
は
、〝
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
〟
を
目
指
し
て
、
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー

ド
事
業
を
平
成
22
年
７
月
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
３
人
以
上
の
子
ど

も
を
育
て
て
い
る
家
庭
と
、
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
家
庭
へ
、
市

内
の
協
賛
店
な
ど
が
独
自
に
設
定
し
た
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
も
の
で
す
。

　
こ
の
事
業
が
子
育
て
家
庭
に
親
し
ま
れ
、
地
域
・
企
業
・
子
育
て
家
庭
・
行
政

が
共
に
支
え
合
っ
て
ふ
れ
あ
い
を
は
ぐ
く
む
事
業
と
な
る
よ
う
に
、
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
実
態
や
事
業
へ
の
ニ
ー
ズ
な
ど
の
情
報
を
得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成

22
年
12
月
に
事
業
対
象
世
帯
９
５
８
世
帯
の
う
ち
、
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
を
持
っ

て
い
る
約
５
０
０
世
帯
、
約
７
５
０
人
（
事
業
対
象
者
の
53
・
５
％
）
に
ア
ン
ケ

ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業　

■
問
合
せ
　
子
育
て
支
援
課
☎
７
５
７
―
３
７
１
９

◆
年
齢
構
成
・
子
ど
も
と
の
関
係
・
居

　
住
地
域

　
回
答
者
の
う
ち
、
30
代
・
40
代
が
全

体
の
約
80
％
を
占
め
て
い
ま
し
た
。

回
答
者
の
状
況

（
回
答
者
３
２
８
人
、
回
答
率
44
・
６
％
）

　
子
ど
も
と
の
関
係
は
、
母
親
が
約

56
％
で
最
も
多
く
、
次
い
で
父
親
が
約

29
％
、
祖
父
母
と
そ
の
他
は
合
わ
せ
て

約
15
％
で
し
た
。

　
居
住
地
域
は
、
十
日
町
地
区
か
ら
水

沢
地
区
ま
で
の
十
日
町
地
域
が
全
体
の

約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

子
ど
も
の
構
成
（
複
数
回
答
可
）

◆
家
庭
に
い
る
子
ど
も
の
年
代
と
構
成

　
乳
幼
児
の
子
ど
も
が
い
る
家
庭
が

61
・
６
％
と
一
番
多
く
、
次
い
で
小
学

校
低
学
年
ま
た
は
中
学
年
の
子
ど
も
が

い
る
家
庭
が
そ
れ
ぞ
れ
41
・
８
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
構
成
は
、
乳
幼
児
と
小
学
生
が
い
る

◆
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
頻
度

　
Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る

人
で
、
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
こ
と
が

あ
る
の
は
２
７
０
人
（
82
・
３
％
）
で

し
た
。
カ
ー
ド
所
有
者
の
25
・
９
％

カ
ー
ド
（
サ
ー
ビ
ス
）
の
利
用

（
85
人
）
は
週
１
回
以
上
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
て
い
ま
す
が
、「
月
１
回
以
下

の
利
用
」「
利
用
し
て
い
な
い
」
と
い

う
人
は
38
・
１
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
協
賛
店

　（
２
７
０
人
が
回
答
※
複
数
回
答
可
）

　
利
用
し
た
こ
と
が
あ
る
協
賛
店
の
種

別
は
、「
買
物
」
が
69
・
５
％
と
一
番

多
く
、「
飲
食
」
23
・
８
％
、「
入
浴
」

14
・
３
％
と
続
い
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
週
１
回
以
上
サ
ー
ビ
ス
を
利

用
す
る
人
で
は
、「
買
物
」「
飲
食
」「
公

共
施
設
」
が
上
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◆
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
な
か
っ
た
理
由

　（
35
人
が
回
答
※
複
数
回
答
可
）

　
利
用
し
な
い
主
な
理
由
の
上
位
３
つ

は
、「
協
賛
店
か
ど
う
か
分
か
り
に
く

い
」（
11
人
）、「
サ
ー
ビ
ス
日
と
自
分

と
回
答
し
た
人
が
最
も
多
く
、43
・
３
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
構
成
は
多
い
順

か
ら
３
番
目
ま
で
を
掲
載
）

調
査
を
終
え
て

サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

協
賛
店
の
皆
さ
ん
へ

お
店
・
企
業
の
皆
さ
ん
へ

　
子
ど
も
の
多
い
家
庭
や
障
が
い
の
あ

る
子
ど
も
を
育
て
て
い
る
家
庭
に
、
割

引
サ
ー
ビ
ス
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
独
自

の
優
待
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
お

店
・
企
業
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
十
日

町
市
が
〝
子
育
て
に
や
さ
し
い
ま
ち
〟

と
な
る
よ
う
、
子
育
て
家
庭
を
い
っ

し
ょ
に
応
援
し
ま
せ
ん
か
。
こ
の
事
業

へ
の
参
加
を
ぜ
ひ
検
討
し
て
く
だ
さ

い
。

　
サ
ー
ビ
ス
内
容
な
ど
登
録
し
て
あ
る

内
容
は
、「
協
賛
変
更
申
込
書
」
を
提

　
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
は
、

〝
子
育
て
家
庭
を
応
援
し
た
い
〟
と
い

う
思
い
で
協
賛
し
た
お
店
・
企
業
の
皆

さ
ん
が
、
独
自
に
設
定
し
た
優
待
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
く
れ
る
事
業
で
す
。

Ｍ
Ｅ
Ｇ
Ｏ
３
カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
な
い

人
は
、
交
付
を
受
け
て
ぜ
ひ
サ
ー
ビ
ス

を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
地
域
子
育
て
応
援
カ
ー
ド
事
業
は
、

「
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
て
う
れ
し
い
」

「
と
て
も
助
か
っ
て
い
る
」
と
い
う
意

見
が
あ
る
一
方
、「
利
用
し
に
く
い
」

「
サ
ー
ビ
ス
日
が
限
ら
れ
て
い
て
な
か

な
か
利
用
で
き
な
い
」
な
ど
、
利
用
頻

度
が
低
い
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま
え

て
、
こ
の
事
業
が
子
育
て
家
庭
に
よ
り

利
用
さ
れ
る
も
の
と
な
り
、
さ
ら
に
地

域
の
協
賛
店
と
の
ふ
れ
合
い
に
よ
り
、

十
日
町
市
が〝
子
ど
も
を
産
み
や
す
く
、

育
て
や
す
い
ま
ち
〟
と
な
る
よ
う
に
推

進
し
て
い
き
ま
す
。

の
都
合
が
合
わ
な
い
」（
７
人
）、「
利

用
す
る
機
会
が
な
か
っ
た
」（
６
人
）

で
し
た
。

◆
協
賛
店
に
期
待
す
る
サ
ー
ビ
ス
内
容

　（
１
７
１
人
が
回
答
※
複
数
回
答
可
）

　「
割
引
サ
ー
ビ
ス
」
と
答
え
た
人
が

１
６
４
人
、「
割
引
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
」

と
答
え
た
の
は
15
人
で
し
た
。
あ
っ
た

ら
う
れ
し
い
サ
ー
ビ
ス
内
容
の
回
答
結

果
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
事
業
へ
の
意
見

　（
１
３
１
人
が
回
答
※
複
数
回
答
可
）

　
協
賛
店
に
望
む
こ
と
と
同
様
に
、
最

も
多
か
っ
た
の
は
「
サ
ー
ビ
ス
内
容
を

店
舗
に
表
示
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
意

見
で
し
た
。（
多
か
っ
た
意
見
を
掲
載
）

◆
協
賛
店
に
望
む
こ
と

　（
１
５
７
人
が
回
答
※
複
数
回
答
可
）

　
最
も
多
か
っ
た
回
答
は
「
具
体
的

乳幼児（未就学）と小学生 142人 43.3％
小学生と中学生と中学校卒業から17歳までの子 43人 13.1％
乳幼児（未就学）のみ 31人 9.5％
小学生と中学生 31人 9.5％

居住地域の割合

十日町
40.5％

中条
10.1％

川治六箇 6.1％
吉田 3.7％

下条 3.4％

水沢 7.6％

川西地域
12.5％

中里地域
6.7％

松代地域 6.1％
松之山地域 1.5％

未回答 1.8％

十日町地域
71.4％
十日町地域
71.4％

週１
21.3％

月２
19.2％月１

16.8％

月１以下
20.4％

利用なし
17.7％

週２～４
4.3％

ほぼ毎日
0.3％

0歳～未就学（202人）

小学１・２年生（137人）

小学３・４年生（137人）

小学５・６年生（127人）

中学生（114人）

中学卒～17歳（78人）

18歳以上（11人）

61.6％

41.8％

41.8％

38.7％

34.8％

23.8％

3.4％

買物（228人）
飲食（78人）
入浴（47人）

公共施設（45人）
理美容（31人）
写真（15人）

くすり（13人）
車・バイク・自転車（10人）
クリーニング（8人）

その他（3人）
住まい（2人）
金融（0人）
宿泊（0人）
旅行（0人）

習い事（0人）

見る・遊ぶ（14人）

69.5％
23.8％

14.3％
13.7％
9.5％

4.6％

4.0％
3.0％
2.4％
0.9％
0.6％
0％
0％
0％
0％

4.3％

出
す
れ
ば
い
つ
で
も
変
更
で
き
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
際
に
提
供
し

て
い
た
だ
け
る〝
期
間
限
定
サ
ー
ビ
ス
〟

も
大
歓
迎
で
す
。

　
広
報
な
ど
が
必
要
な
場
合
は
、
早
め

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

な
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
店
舗
に
表
示
し

て
ほ
し
い
」（
72
人
）
で
、
２
番
目
は

「
利
用
で
き
る
日
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」

（
57
人
）
で
し
た
。
全
体
と
し
て
、
協

賛
店
で
あ
る
こ
と
と
サ
ー
ビ
ス
内
容
の

分
か
り
や
す
い
表
示
を
望
む
意
見
が
多

い
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

【あったらうれしい割引サービスの具体的内容（164人が回答）】
食品・生活雑貨の割引
ガソリン・灯油の割引

子ども用品の割引
スキー場リフト券の割引

交通機関の割引
薬局での割引

36人
16人
14人
14人
12人
12人

【あったらうれしい割引以外のサービスの具体的内容（15人が回答）】
３人
３人

２人
２人

１人
１人
１人
１人
１人

子どもへのプレゼント
医療機関でのサービス

カード利用へのポイント付与
ポイントサービス

MEGO3カードを利用した駐車場の提供
無料宅配サービス

MEGO3プレミアム商品券
車関係のサービス

ラーメン屋でのサービス

【事業への意見】
サービス内容を店舗に表示してほしい

サービスを向上してほしい（利用可能日の拡大など）
対象者を拡大してほしい（下の子が18歳になるまでなど）

協賛店を増やしてほしい
その他（協賛店への感謝など）

29人
21人
16人
16人

48人

【協賛店に望むこと】
具体的なサービス内容を店舗に表示してほしい

利用できる日を増やしてほしい（毎日や曜日を増やすなど）
協賛店ステッカーを分かりやすいところにはってほしい

ほかのカードと併用できなくてもサービスを受けられるようにしてほしい
MAGO3カードを持っているか聞いてほしい
ポイント進呈などより割引サービスが良い

もう少し割引率がほしい

72人
57人

26人
18人
11人
7人
5人

利用頻度の割合

利用協賛店の割合

子どもの年代と構成
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障がい者の福祉制度①障がい者の福祉制度①

障
が
い
者
手
帳

●
身
体
障
が
い
者
手
帳

　
身
体
に
永
続
す
る
障
が
い
の
あ
る

人
が
、
障
が
い
者
自
立
支
援
法
な
ど

に
よ
る
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を

受
け
る
際
に
必
要
な
手
帳
で
す
。
障

が
い
の
程
度
に
応
じ
、
１
～
６
級
ま

で
の
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。

【
障
が
い
の
内
容
】

視
覚
・
聴
覚
・
音
声
・
言
語
・
そ

し
ゃ
く
機
能
・
肢
体
不
自
由
・
心

臓
・
じ
ん
臓
・
肝
臓
・
呼
吸
器
・

ぼ
う
こ
う
・
直
腸
・
小
腸
・
免
疫

機
能
な
ど

●
療
育
手
帳

　
知
的
障
が
い
児
者
が
、
障
が
い
者

自
立
支
援
法
な
ど
に
よ
る
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
受
け
る
た
め
に
必

要
な
手
帳
で
す
。
障
が
い
の
程
度
に

応
じ
、
重
度
の
人
は
Ａ
、
そ
の
ほ
か

の
人
は
Ｂ
の
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。

●
精
神
障
が
い
者
保
健
福
祉
手
帳

　
精
神
に
障
が
い
が
あ
り
、
長
期
に

わ
た
り
日
常
生
活
や
社
会
生
活
へ
の

制
約
が
あ
る
人
へ
交
付
す
る
手
帳
で

す
。
障
が
い
の
程
度
に
応
じ
、
１
～

３
級
ま
で
の
区
分
に
分
か
れ
ま
す
。

〜障がい者手帳と、障がい者自立支援法によるサービス〜

居宅介護（ホームヘルプ）※ 自宅で、入浴や排せつ、食事の介護などを行います。

重度訪問介護　　
重度の肢体不自由で常に介護を必要とする人に、自宅で、入浴や排せつ、
食事の介護・外出時における移動支援などを行います。

行動援護※
知的障がいや精神障がいにより、行動が困難で、常に介護が必要な人が行
動するときに、必要な介助や外出支援などを行います。

重度障がい者等包括支援
介護の必要性がとても高い人に、居宅介護など複数のサービスを包括的に
行います。

自立訓練（機能訓練）
体に障がいのある人が体をうまく動かすことができるように必要な訓練を
行います。

自立訓練（生活訓練）
知的障がいや精神障がいのある人が、地域での生活で困らないように、自
分で身の回りのことができるように、必要な訓練を行います。

就労移行支援
一般企業などへの就労を希望する人に、一定期間、就労に必要な知識及び
能力の向上のために必要な訓練を行います。

就労継続支援
一般企業などでの就労が困難な人に、働く場を提供するとともに、知識及
び能力の向上のために必要な訓練を行います。

生活介護　　　　
常に介護を必要とする人に、昼間、入浴や排せつ、食事の介護などを行う
とともに、創作的活動または生産活動の機会を提供します。

療養介護
医療と常時介護を必要とする人に、医療機関で機能訓練や療養上の管理、
看護、介護、日常生活の世話を行います。

児童デイサービス※
障がい児に日常生活の基本的な動作の指導や集団生活への適応訓練などを
行います。

短期入所
（ショートステイ）※

自宅で介護する人が病気の場合などに、短期間、夜間も含め施設で入浴や
排せつ、食事の介護などを行います。

施設入所支援 主に夜間、施設で、入浴や排せつ、食事の介護などを行います。

ケアホーム　
主に夜間、共同生活を行う住居で、入浴や排せつ、食事の介護などを行い
ます。

グループホーム 主に夜間、共同生活を行う住居で、相談や日常生活上の援助を行います。

●対象：身体障がい児者、知的障がい児者、精神障がい児者（発達障がい、高次脳機能障がいを含

　　　　む）※障がい児（18歳未満）は下の表の（※）がついたサービスのみとなります

●サービス内容

　十日町市では提供する事業所がないサービスがあります。詳しくは問い合わせてください

障がい福祉サービス

地域生活支援事業
●対象：身体障がい児者、知的障がい児者、精神障がい児者（発達障がい、高次脳機能障がいを含

　　　　む）で、相談支援事業以外は障がい者手帳の交付を受けている人

●サービス内容

相談支援事業 困りごとやサービス利用などの相談を受け付けます。（利用者負担なし）

移動支援事業 社会参加のための外出が円滑にできるよう、移動を支援します。

地域活動支援センター 創作的活動または生産活動の機会の提供、地域との交流などを行う施設です。

コミュニケーション事業 手話通訳者を派遣します。（利用者負担なし）

日常生活用具給付等事業
重度障がいのある人に、日常生活支援用具などを給付します。（対象者が定
められています）

日中一時支援事業
障がい児者を一時的に預かることにより、日中活動の場を提供するととも
に、見守りなどを行います。

訪問入浴サービス
自宅や施設などでの入浴が困難な人の自宅へ入浴車が赴き、浴槽を提供し
ての入浴サービスです。

自動車運転免許取得助成 障がい者が自動車運転免許を取得する際の費用を助成します。

身体障がい者用自動車改
造助成

身体障がい者の社会参加のため、自動車の改造費用を助成します。

生活支援事業
障がい者の日常生活や社会参加のための支援を行います。（十日町市は土曜
日のみ）

成年後見制度利用支援
重度の障がい者が成年後見制度の利用にあたり、申立費用や後見人報酬の
負担が困難な場合に助成します。

施設入所者就職支度金
障がい者の就労施設などで訓練を受けた人が、就職などにより退所する場
合に支度金を支給します。

生活サポート
障がい福祉サービスの居宅介護支給決定者以外で、サービスを行わなけれ
ば生活に支障を来す人に居宅介護を行います。

更生訓練費 就労移行支援のサービスを利用する生活保護対象者に文房具費を支給します。

補　装　具
　身体障がい児者の身体機能をサポートするための用具で、長期間にわたり継続して使用されるものなど

を給付します（義肢・装具・車いす・補聴器など）。

●対象：身体障がい者手帳の交付を受けた人（障がいの部位、等級により交付品目に制限があります）

■自己負担額

　原則は１割負担ですが、世帯の収入状況などにより負担上限

額が設定されています。

■利用の手続き

　まず、市担当者または相談支援事業所に相談してください。

その後、調査や認定審査などにより支給決定があります。

■相談支援事業所

　あおぞら☎752-4444、エンゼル妻有☎750-7180

■問合せ

　福祉課障がい福祉係☎757-3782、または各支所市民課

　
障
が
い
児
者
の
福
祉
制
度
に
つ
い

て
、
数
回
に
分
け
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

障がい者自立支援法に定められたサービスです。

地域の実情に応じて、市が主体となって実施する事業です。
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使用料及び手数料
4億0,916万円（1.1%）
地方譲与税 3億7,700万円（1.0%）

繰入金 4億3,300万円（1.2%）

分担金及び負担金 
財産収入 
自動車取得税交付金
寄附金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
ゴルフ場利用税交付金
利子割交付金
株式等譲渡所得割交付金
配当割交付金

3億5,657万円（1.0%）
1億2,766万円（0.4%）
9,400万円（0.3%）
7,402万円（0.2%）
7,318万円（0.2%）
1,279万円（0.0%）
1,200万円（0.0%）
1,000万円（0.0%）
700万円（0.0%）
400万円（0.0%）

地方交付税
122億8,000万円
　　　（33.6%）

市  債  
60億
3,310万円
（16.5%）

国庫支出金
40億1,663万円
（11.0%）

県支出金
24億6,567万円
（6.8%）

市  税
61億0,800万円
（16.7%）

災害復旧費  
8,359万円（0.2%）

民生費
82億
1,439万円
（22.5%）

公債費　
50億
9,154万円
（14.0%）

土木費
58億
1,740万円
（15.9%）

議会費 
2億1,645万円（0.6%）

労働費
2億5,263万円
（0.7%）

農林水産費
16億9,033万円
（4.6%）

予備費  5,000万円
　　　　（0.1％）

歳出

教育費
45億
5,795万円
（12.5%） 諸収入

22億3,953万円
（6.2%）

商工費
31億8,715万円
（8.7%）

衛生費
19億5,251万円
（5.4%）

総務費
41億
7,066万円
（11.4%）

消防費
12億3,673万円
（3.4%）

繰越金
8億7,702万円
（2.4%）

その他
7億7,122万円
（2.1％）

地方消費税交付金
5億1,100万円
（1.4%）

歳入

　

地
方
自
治
法
第
２
４
３
条
の
３
第
１
項

の
規
定
に
基
づ
く
「
財
政
事
情
の
作
成
及

び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
十
日
町
市
及
び
十
日
町
地
域

広
域
事
務
組
合
の
平
成
22
年
12
月
31
日
現

在
の
財
政
事
情
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（
繰
越
分
も
含
む
）

■一般会計予算の執行状況

※諸収入は貸付金元利収入などです。

■一般会計予算の内訳  12月末予算
　（歳入・歳出365億2,133万円）

当 初 予 算 額

12月末予算額

収　入　済　額

支　出　済　額

328億8,300万円

365億2,133万円

247億6,494万円

197億6,645万円

執行率54.1%

収入率67.8%

財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町市

H22.12.31 現在

※平成22年12月31日現在の人口60,117人で算出

◆市民１人当たり納税済額……
９万９千円

■特別会計予算の執行状況■歳出予算
　性質別分析表

（総額365億2,133万円）

義

務

的

経

費

（37.1％）

公　　債　　費

51億3,254万円

（14.1%）

人　　件　　費

46億8,069万円

（12.8%）

扶　　助　　費

37億1,566万円

（10.2%）

消
費
的
経
費

（26.7％）

物　　件　　費

46億0,925万円

（12.6%）

補　助　費　等

39億8,329万円

（10.9%）

維 持 補 修 費

11億5,285万円

（3.2%）

投
資
的
経
費

（20.6％）

普通建設事業費

　 　74億4,906万円

（20.4%）

災害復旧事業費

　　8,259万円

（0.2%）

そ
　
　
の
　
　
他
　
　
経
　
　
費
　
　

（15.6％）

繰　　出　　金

28億9,248万円

（7.9%）

貸　　付　　金

19億4,728万円

（5.3%）

積　　立　　金

8億2,554万円

（2.3%）

予　　備　　費

5,000万円

（0.1%）

投資及び出資金	

10万円

（0.0%）

会　計　名 予　算　額 収 入 済 額 支 出 済 額

国 民 健 康 保 険 62億7,162万円 39億2,587万円 40億7,957万円

国 民 健 康
保 険 診 療 所

3億2,578万円 1億8,513万円 2億2,579万円

老　人　保　健 568万円 583万円 525万円

後期高齢者医療 5億2,042万円 2億4,878万円 3億5,019万円

介　護　保　険 55億4,773万円 39億9,038万円 36億0,174万円

簡 易 水 道 事 業 12億5,717万円 3億8,840万円 6億0,385万円

下 水 道 事 業 39億5,668万円 9億5,862万円 19億2,616万円

松 之 山 温 泉
配 湯 事 業

1,270万円 913万円 431万円

計 178億9,778万円 97億1,214万円 107億9,686万円

◆市民１人当たり残高……
122万４千円

■市債の状況
（22年度末残高見込み）

一 般 会 計 422億6,289万円

国民健康保
険 診 療 所
特 別 会 計

1,813万円

簡易水道事業
特 別 会 計

59億9,587万円

下 水 道 事 業
特 別 会 計

（農業集落排
水事業含む）

235億9,787万円

松之山温泉
配 湯 事 業
特 別 会 計

4,800万円

水 道 事 業
会 計

16億6,950万円

計 735億9,226万円

■市税の収入済額

税　　目 税　　額 構成比

固定資産税 34億4,095万円 57.9%

市　民　税 17億4,652万円 29.4%

市たばこ税 4億0,960万円 6.9%

軽自動車税 1億5,457万円 2.6%

都市計画税 1億4,335万円 2.4%

入　湯　税 4,579万円 0.8%

計 59億4,078万円 100.0%
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財政事情のお知らせ財政事情のお知らせ
十日町地域広域事務組合

◎会計別予算の執行状況

会　　計　　名 予算現額 収 入 済 額 収入率 支 出 済 額 執行率

一　　 般　　 会　　 計 21億8,985万円 13億2,504万円 60.5％ 11億6,958万円 53.4％

家畜指導診療所特別会計 4,352万円 3,902万円 89.7％ 3,160万円 72.6％

合　　　計 22億3,337万円  13億6,406万円 61.1％ 12億0,118万円 53.8％

◎市町別負担金状況

一 般 会 計 家畜指導診療所特別会計 合　　　計 構成比

十 日 町 市 12億5,203万円 1,215万円 12億6,418万円 81.4％

津　　南　　町 ２億7,631万円 1,215万円 ２億8,846万円 18.6％

合　　　計 15億2,834万円 2,430万円 15億5,264万円 100.0％

会 計 名
市町村名

※土地は里創プラン用地と平成20年度に取得したしぶみ分
署用地

　消防本部ほか庁舎の土地は施設所在市町より借地

◎組合財産の状況

土　　　　地 78,030.38㎡　　　　

建　　　　物 21,535.73㎡　　　　

基　　　　金 2,950万円　　　　

そ の 他 芸術作品

◎組合債の現在高状況

目　的（事業名） 金　　　額

消 防 庁 舎 建 設 事 業 838万円

消 防 施 設 整 備 事 業 １億8,043万円

地 域 総 合 整 備 事 業 20億0,707万円

防 災 対 策 事 業 879万円

災 害 復 旧 事 業 3,175万円

計 22億3,642万円

十 日 町 市 津　南　町 圏　域　外 合　　計

火 災 発 生 件 数 1 5 7 0 2 2

救　急　出　動 1 , 6 5 1 2 9 8 1 9 1 , 9 6 8

救　助　出　動 3 8 3 2 4 3

そ の 他 の 出 動 8 8 1 3 2 1 0 3

◎災害発生及び出動（件）

市 町
区　　分

（平成22年４月１日〜12月31日）

十 日 町 市 津　南　町 合　　計

指 導 診 療 事 業 1 , 0 7 7 件 2 , 2 3 4 件 3 , 3 1 1 件

家畜改良事業（精液・受精卵取扱） 1 3 件 1 8 0 件 1 9 3 件

防疫事業（ワクチンなど） 1 , 8 8 7 頭 2 , 5 2 9 頭 4 , 4 1 6 頭

◎家畜指導診療等実績

市 町
区　　分

（平成22年４月１日〜12月31日）

　
大
白
倉
は
、
住
民
が
13
世
帯
29
人
、

高
齢
化
率
が
58
・
６
％
の
集
落
で
す
。

者
の
支
援
が
必
要
で
す
。
　

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
、
里
山
セ
ン
タ

ー
は
、
以
前
調
査
で
大
白
倉
と
縁
が
あ

っ
た
長
岡
造
形
大
学
と
住
民
と
の
橋
渡

し
を
行
い
、
3
年
前
か
ら
学
生
が
バ
イ

ト
ウ
の
応
援
隊
と
し
て
行
事
に
参
加
し

て
い
ま
す
。
ほ
か
の
集
落
や
観
光
協

会
、
市
な
ど
か
ら
の
支
援
も
あ
り
ま
す

が
、
住
民
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
若
い

人
た
ち
と
接
す
る
機
会
が
増
え
た
事
が

一
番
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。
バ

イ
ト
ウ
の
準
備
以
外
に
も
、
春
の
山
菜

採
り
や
９
月
の
祭
り
に
も
参
加
し
て
も

ら
い
、
１
年
を
と
お
し
て
交
流
を
深
め

て
い
ま
す
。
学
生
は
大
学
か
ら
巣
立
っ

こ
こ
で
は
毎
年
１
月
14
日
に
、
五
穀
豊

穣
を
願
う
奇
祭
「
バ
イ
ト
ウ
」
と
い
う

行
事
が
行
わ
れ
ま
す
。
ケ
ヤ
キ
と
わ
ら

で
作
っ
た
小
屋
（
バ
イ
ト
ウ
）
の
中
で

酒
盛
り
を
し
、
最
後
に
そ
の
小
屋
に
火

を
つ
け
、
炎
の
姿
で
今
年
の
作
柄
を
占

い
ま
す
。
準
備
工
程
に
は
、
ワ
ラ
の
確

保
、
と
ば
編
み
、
木
の
切
り
出
し
、
当

日
の
バ
イ
ト
ウ
の
組
立
て
と
、
大
勢
の

人
出
が
必
要
で
す
が
、高
齢
化
の
た
め
、

従
事
で
き
る
住
民
は
数
人
と
限
ら
れ
て

い
ま
す
。
地
元
の
力
だ
け
で
は
、
行
事

の
継
続
は
非
常
に
難
し
い
状
況
で
す
。

し
か
し
住
民
た
ち
は
、
伝
統
あ
る
行
事

を
守
る
こ
と
こ
そ
が
こ
の
地
に
生
ま
れ

た
証

あ
か
し

で
あ
り
、
誇
り
と
し
て
、
懸
命
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
伝
統
あ
る

行
事
を
継
続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
外
部

て
い
き
ま
す
が
、
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い

の
中
で
満
た
さ
れ
る
心
の
充
足
感
を
後

輩
に
継
承
し
て
ほ
し
い
と
、
住
民
は
願

っ
て
い
ま
す
。

　
バ
イ
ト
ウ
以
外
に
も
、
市
内
に
は
住

民
の
力
だ
け
で
は
存
続
が
難
し
い
伝
統

行
事
が
多
く
あ
り
、
側
面
か
ら
支
援
で

き
る
体
制
を
整
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

時
期
に
来
て
い
ま
す
。
今
後
も
里
山
セ

ン
タ
ー
は
、
集
落
の
伝
統
行
事
を
守
る

た
め
に
、
外
部
者
と
の
橋
渡
し
役
を
し

て
い
き
ま
す
。

　
十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー
の
活
動
の
一
つ
に
、
過
疎
化
や
高
齢
化
で
継
続
が
難

し
く
な
っ
て
い
る
集
落
の
伝
統
行
事
を
守
る
た
め
、
集
落
外
か
ら
の
応
援
の
橋
渡

し
を
す
る
取
り
組
み
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
、
仙
田
地
区
大
白
倉
集
落
の
伝
統
行

事
「
バ
イ
ト
ウ
」
を
と
お
し
て
住
民
と
交
流
す
る
、
長
岡
造
形
大
学
の
活
動
を
紹

介
し
ま
す
。

十
日
町
市
里
山
セ
ン
タ
ー

︱
活
動
を
紹
介
し
ま
す
︱ 

④

㈶
山
の
暮
ら
し
再
生
機
構

〒942-1592
十日町市松代支所内

☎595-6670
FAX595-6671

●
伝
統
の
奇
祭
「
バ
イ
ト
ウ
」

　
存
続
の
危
機

●
集
落
を
よ
み
が
え
ら
せ
る

　
若
い
力

学
生
と
地
元
の
人
が
協
力
し
て
バ
イ
ト
ウ
を
組

立
て
ま
す

ま
ず
は
打
ち
合
わ
せ
か
ら

学
生
も
地
元
も
総
出
で
と
ば
を
編
み
ま
す
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うぶすなの家　　
　　　  ひなまつり

越後妻有 2011 冬

※市ホームページにも掲載しています

̶米粉のレシピ集̶̶米粉のレシピ集̶

を食べようを食べよう
●問合せ　産業観光企画課　☎757-3691

7

★問合せ　中里公民館　☎763-2493

あんぼの皮（かぼちゃ入り）

　地域に伝わる味わい深い「ひな人形」をうぶすな

の家に飾り、地元の食材を使ったひなまつり限定メ

ニューをふるまいます。ひと足早い春を感じませんか。

■日時：３月５日㈯・６日㈰・12日㈯・13日㈰

　　　　午前10時～午後４時

■会場：うぶすなの家（願入）

■入館料：大人500円、　小・中学生250円

■メニュー：ひなまつり御膳2,000円（入館料込み・

　　　　　　抹茶付き）、抹茶600円

※ほかにもコーヒーやチーズケーキなどがあります

※ひなまつり御膳は１日限定60食で予約が必要です

※ひなまつり御膳の提供は午前11時～午後２時です

■予約・問合せ
　「大地の芸術祭の里」　総合案内所☎595-6688

3

大地の芸術祭の里

　３月になると、日に日に日没が遅くなってきます。

日差しも暖かくなり、いよいよ春がきたことを実感

するころ。とはいえ、夜はまだまだ冷え込みます。

油断せずに温かい格好で星空を楽しみましょう。３

月の星空では、ちょうど冬眠から覚めるように、お

おぐま座が北東の空で見つけやすくなります。だれ

もが知っている北斗七星はおおぐま座の一部です。

　今回は月の引力のお話です。３月20日㈰は満月。

この日の月は今年で一番地球に近くなるため、今年

最大の満月を見ることができます。翌日は春分です。

このころは、潮の満ち引きだけを考えると、今年最

も潮干狩りに適した時期と言えます。月の引力は、

潮の満ち引きに関係しています。月の引力によって

海水面が引っ張られ、上昇したり下降したりしてい

るのです。そして、満月と新月のころは太陽の引力

も合わさって、満ち引きの差が大きくなります。さ

らに春分と秋分のころには、太陽・地球・月がほぼ

一直線に並ぶため、特にその差が大きくなります。

つまり、最も月が近く、満月で、そのうえ春分と、

満ち引きの差が大きくなる条件がそろったこのころ

は、潮干狩りに絶好の時期というわけです。ただし、

気温や海水温はまだまだ低いので、潮干狩りに行く

機会があったら、春の星空観察同様に暖かい服装で

出かけましょう。

【３月の番組情報】
☆３月の星空（定期）☆「ハッブル宇宙望遠鏡で見る」（企画番組）

投影日：３月６日㈰・13日㈰・20日㈰・27日㈰

投影時間：午前11時～（約40分間）

◆材　料（皮１個40g×８個分）

　・米粉…125g　 

　・かぼちゃ（蒸して裏ごししたもの）…125g

　・トレハロース…20g

　・熱湯…75㏄

　　（具材は別途適量を調理）　

※トレハロースは、大規模なスーパーやインタ

　ーネットで購入できます

◆作り方
①かぼちゃは皮をむき、蒸し器で柔らかく蒸

して裏ごしする。

②ボウルに米粉、トレハロースを混ぜ合わせ

て熱湯を加えて混ぜ、良く練る。

③ラップに包み３分くらい休ませる。

④③を40gに分割し、お好みの具材を包み、

蒸し器で15分程度蒸す。

⑤蒸したものをフライパンで、両面キツネ色

に焼く。※油はひかない

その３

■
問
合
せ
　
学
校
教
育
課
　
☎
７
５
７
―
３
３
３
６

Ｑ
＆Ａ

小
中
一
貫
教
育

Ｑ
＆Ａ

Ｑ
２
　
教
職
員
の
多
忙
化
が
ま
す
ま

　
す
進
む
の
で
は
な
い
で
す
か
。

Ａ
　
小
中
一
貫
教
育
の
試
行
が
始
ま

る
と
、
教
職
員
の
仕
事
量
は
確
か

に
増
加
し
ま
す
。
し
か
し
、
各
中

学
校
区
で
は
、
今
ま
で
も
小
・
中

学
校
間
で
連
携
に
取
り
組
ん
で
き

て
い
ま
す
。
今
後
は
、
こ
れ
ま
で

の
連
携
を
基
礎
に
し
て
、
で
き
る

と
こ
ろ
か
ら
小
中
一
貫
教
育
を
試

行
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　
新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
る
の

は
大
変
で
す
が
、
子
ど
も
の
健
や

か
な
成
長
は
教
職
員
の
願
い
で
あ

り
、
取
り
組
む
こ
と
で
教
職
員
と

し
て
の
力
量
を
さ
ら
に
高
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
　
４
月
か
ら
は
教
育
委
員
会
に

「
小
中
一
貫
教
育
推
進
係
」
を
設

置
し
、
各
校
へ
の
支
援
を
行
い
ま

す
。
人
的
な
面
で
は
、
各
中
学
校

区
に
教
育
助
手
を
１
人
ず
つ
配
置

し
、
教
職
員
の
負
担
を
軽
減
し
て

い
く
よ
う
に
し
ま
す
。
　

Ｑ
１
　
目
指
す
子
ど
も
の
姿
は
、
ど

　
の
よ
う
な
も
の
で
し
�
う
か
。

Ａ
　
大
き
な
目
標
は
、「
ふ
る
さ
と

十
日
町
市
を
愛
し
、
自
立
し
て
社

会
で
生
き
る
子
ど
も
」
で
す
。

　
　
そ
の
目
標
の
達
成
に
向
け
て
、

各
中
学
校
区
で
は
９
年
間
を
見
通

し
、
子
ど
も
の
成
長
の
姿
を
描
い

て
系
統
的
に
連
携
強
化
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
　
小
学
校
間
や
小
・
中
学
校
間
の

交
流
を
と
お
し
て
、
自
立
し
て
生

き
て
い
く
た
め
に
必
要
な
社
会
性

を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
指
し
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
や
自
己
表
現
力
、

判
断
力
、
思
い
や
り
の
心
な
ど
を

育
成
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
基
礎

と
な
る
健
康
な
身
体
も
必
要
で
す
。

　
　
ま
た
、
十
日
町
市
の
文
化
や
伝

統
を
、
地
域
と
か
か
わ
り
な
が
ら

計
画
的
・
継
続
的
に
学
習
す
る
こ

と
で
、
ふ
る
さ
と
に
誇
り
と
愛
着

を
持
つ
子
ど
も
に
育
っ
て
い
く
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
十
日
町
市
が
進
め
る
「
小
中
一
貫
教
育
」
に
つ
い
て
説
明
を
し
ま
す
。
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伝
統
の
ス
キ
ー
大
会

第
₆₁
回 
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
開
催

　平成13年11月のオープン以来、地域内外の多く

の皆さんから愛されてきた千手温泉『千年の湯』。

２月12日㈯、オープンから９年３か月で入館者が

200万人を突破しました。

　記念すべき200万人目の入館者となったのは、南

魚沼市から訪れた上村亨さん。「自分が200万人目

だと知らされ、びっくりしました」と笑顔で話しま

した。上村さんのほかに、前後入館となった小嶋美

也子さん（柏崎市）と於保裕希さん（神奈川県茅ケ

崎市）にも花束と記念品が贈呈され、ほかの入館者

とともに大台の突破をにぎやかに祝いました。

“ありがとの！また来てくんねかの！”
千手温泉『千年の湯』が入館者200万人を突破 大切に守ろう！歴史の宝物

『星名家住宅』で防災訓練
　“文化財防火デー”の１月26日㈬、国の重要

文化財『星名家住宅』（上野）で防災訓練が実

施されました。現在の星名家住宅の母屋は、天

保13年（1842年）に建築されたもの。建物に

は今も現当主の星名四郎さんと家族が住み、土

蔵などとともに当時の豪商・豪農のたたずまい

を維持しています。

　訓練は星名さんをはじめ、関係者が参加して

行われました。訓練後には、女性消防団による

住宅防火診断も

行われ、充実し

た訓練となりま

した。

「初期消火はじめ！」
星名家当主とともに、女性消防団も奮闘

花
束
を
受
け
取
る
上
村
さ
ん

ン
テ
�
ア
﹃
夢
雪
隊
﹄
と
協
力
し
、
高

齢
者
な
ど
要
援
護
世
帯
３
軒
の
除
雪
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
と
き
お

り
小
雨
が
降
る
天
候
で
し
た
が
、
派
遣

さ
れ
た
12
人
は
、
先
導
役
の
夢
雪
隊
と

の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
、
無
事
除
雪
を
完

了
し
ま
し
た
。
千
葉
県
か
ら
駆
け
つ
け

た
恩
田
彰
さ
ん
は
、「
以
前
、
石
打
で

ペ
ン
シ
ョ
ン
を
経
営
し
て
い
た
の
で
、

雪
の
扱
い
は
心
得
が
あ
り
ま
す
。
少
し

で
も
役
に
立
て
れ
ば
と
思
い
、
参
加
し

ま
し
た
」
と
笑
顔
で
話
し
ま
し
た
。

　
ス
コ
ッ
プ
と
夢
雪
隊
の
皆
さ
ん
、
本

当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
！

　
今
冬
は
平
成
18
年
以
来
の
豪
雪
と
な

り
、
川
西
ダ
ム
の
指
定
雪
量
観
測
所
で

も
、
２
月
15
日
ま
で
の
最
高
積
雪
が
３

５
８
㎝
（
１
月
31
日
観
測
）
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
厳
し
い
冬
で
す
が
、
市
内
外
か
ら
は

さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
受
け
て
い
ま
す
。

そ
の
一
つ
が
、
表
紙
や
３
ペ
ー
ジ
で
も

紹
介
さ
れ
て
い
る
、
新
潟
県
除
雪
ボ
ラ

ン
テ
�
ア
﹃
ス
コ
ッ
プ
﹄
の
派
遣
で
す
。

２
月
５
日
㈯
、
12
人
の
メ
ン
バ
ー
が
川

西
地
域
へ
参
集
。
地
元
の
ス
ノ
ー
ボ
ラスノーダンプで雪を排出

「雪、落とします！」「了解！」
連係して作業を進めます

※『星名家住宅』は
一般公開されてい
ません

伝
統
の
ス
キ
ー
大
会

第
₆₁
回 
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大
会
開
催

　
毎
年
恒
例
の
松
之
山
ス
キ
ー
競
技
大

会
が
、２
月
６
日
㈰
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

ア
ル
ペ
ン
競
技
は
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー

場
、
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
は
松
之

山
グ
ラ
ウ
ン
ド
周
辺
の
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
コ
ー
ス
で
開
催
。
市
内
は
も
ち
ろ

ん
、
上
・
中
越
地
域
や
長
野
県
、
関
東

方
面
か
ら
の
参
加
も
あ
り
、
両
競
技
合

わ
せ
て
約
３
０
０
人
が
久
し
ぶ
り
の
晴

天
の
下
で
熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　
ア
ル
ペ
ン
で
は
、
小
学
３
年
生
か
ら

成
年
の
部
ま
で
、
１
０
０
分
の
１
秒
の

タ
イ
ム
を
競
っ
て
標
高
差
２
２
６
ｍ
の

コ
ー
ス
を
一
気
に
滑
り
降
り
ま
し
た
。

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
で
は
、
小
学
３
年

生
か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
個
人
競
技
と

リ
レ
ー
競
技
が
行
わ
れ
、
保
護
者
た
ち

が
熱
い
声
援
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
松
之
山
温
泉
ス
キ
ー
場
や
ク
ロ
ス
カ

ン
ト
リ
ー
コ
ー
ス
で
練
習
を
重
ね
て
き

た
選
手
が
、
今
年
も

全
中
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
、国
体
、ユ
ニ
バ
ー

シ
ア
ー
ド
な
ど
の
舞

台
で
活
躍
し
て
い
ま

す
。
今
後
も
伝
統
あ

る
こ
の
ス
キ
ー
大
会

の
継
続
と
、
有
力
選

手
の
輩
出
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

■日時：３月20日㈰

　　　　午前10時30分〜午後３時

■会場：松之山温泉スキー場ちびっ子広場

　松之山のスキーシーズンを締めくくる楽し

いイベントが盛りだくさん！雪上ミニゲーム

やバルーンショー、もちつき大会のほか、味

の屋台村も好評です。家族や友だちといっし

ょに参加しませんか。

※雪上ミニゲーム：パン食い競走、手押し相

　撲大会、○×クイズ、福まきほか

　（参加は当日会場内の本部テントで受付）

■問合せ：市観光協会松之山支部

　　　　　☎596-3011

第₂₈回 松之山温泉スキー場 
　　スキーカーニバル

同時開催：アルペンスキー大会TANADA（棚田）カップ

泣き虫はいないか～
松之山保育園で節分の豆まき

　２月３日㈭、松之山保育園（山田良子園長・園児

52人）で恒例の節分の豆まきが行われました。同保

育園では世代間交流が行われていて、今回は各地区の

老人会の皆さんも参加。豆まきの前に、『２月３日に

絶対行くから待ってろよ』と書かれた鬼からの手紙が

読み上げられ、豆まきが始まりました。「悪い子はい

ないか～」の低い声とともにベランダから赤鬼・青鬼

が姿を現すと、園児たちは口々に、「鬼は～外！福は

～内！」と言いながら一斉に鬼めがけて豆を投げまし

た。やがて、大勢の園児たちに豆を投げられた鬼は、「参

った、参った！降参！」と退散。園児たちは、「エイ！

エイ！オー！」と気勢

を上げていました。

　豆まきの後、老人会

の皆さんが福まきを行

い、園児はお菓子など

で袋をいっぱいにして

大満足でした。

 

そ
の
熱
き
志
は
、
雪
を
も
解
か
す

 『
ス
コ
ッ
プ
』
と
『
夢
雪
隊
』
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て
泊
め
ら
ん
ね
」
と
断
ら
れ
ま

し
た
。老
人
は
隣
の
家
に
行
き
、

「
土
間
の
す
み
で
も
馬
屋
で
も

い
い
ん
だ
ん
が
⋮
」
と
頼
み
ま

し
た
が
、「
物
騒
だ
ん
だ
ん
が
、

知
ら
ね
人
は
泊
め
ね
こ
と
に
し

て
ら
ん
だ
」と
こ
れ
も
断
ら
れ
、

つ
い
に
宿
を
貸
し
て
く
れ
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

仕
方
な
く
老
人
は
、
暗
い
雪

道
を
と
ぼ
と
ぼ
と
歩
き
始
め
ま

し
た
。
す
る
と
間
も
な
く
、
息

も
で
き
な
い
ほ
ど
の
猛
吹
雪
に

な
り
ま
し
た
。

村
人
た
ち
は
、
宿
を
断
っ
た

も
の
の
老
人
の
こ
と
が
心
配
に

な
り
、
呼
び
戻
そ
う
と
後
を
追

い
か
け
ま
し
た
が
、
猛
烈
な
風

と
雪
の
た
め
一
寸
先
も
見
え
な

い
よ
う
な
状
態
で
、
見
つ
け
る

こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

翌
朝
、
吹
雪
は
す
っ
か
り
止

み
、
粉
雪
が
朝
陽
に
ま
ぶ
し
く

輝
い
て
い
ま
し
た
。
や
が
て
、

道
踏
み
に
出
た
村
人
が
、
雪
に

埋
も
れ
て
冷
た
く
な
っ
た
老
人

を
見
つ
け
ま
し
た
。
背
負
っ
て

い
た
荷
物
を
開
け
て
み
る
と
、

お
茶
の
ほ
か
に
、
孫
へ
の
み
や

げ
と
思
わ
れ
る
人
形
も
出
て
き

ま
し
た
。
き
っ
と
、
孫
の
喜
ぶ

顔
見
た
さ
に
峠
を
越
え
て
き
た

の
で
し
ょ
う
。

村
人
た
ち
は
昨
夜
の
こ
と
を

心
か
ら
悔
い
ま
し
た
。そ
し
て
、

老
人
の
た
め
に
石
の
供
養
碑
を

た
て
、
旅
人
に
親
切
に
す
る
証
あ
か
し

と
し
て
、
か
た
わ
ら
に
１
本
の

松
を
植
え
ま
し
た
。

以
来
、こ
こ
は
「
茶
塚
の
松
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
り
、
吹

雪
に
な
っ
て
も
迷
わ
な
い
、
ひ

と
に
親
切
な
落
之
水
の
ム
ラ
の

目
印
に
な
り
ま
し
た
。
　

〈
六
十
八
〉

今
か
ら
ず
ー
っ
と
昔
の
こ

と
。
降
り
し
き
る
雪
の
中
、
八

箇
の
峠
を
越
え
て
一
人
の
年
老

い
た
旅
人
が
落
之
水
の
ム
ラ
に

た
ど
り
つ
き
ま
し
た
。

妻
有
か
ら
上
田
に
お
茶
の
行

商
を
し
た
帰
り
で
、
普
段
な
ら

六
日
町
に
泊
ま
る
と
こ
ろ
を
、

こ
の
日
は
無
理
し
て
帰
っ
て
き

た
の
で
し
た
。
す
で
に
日
は
ど

っ
ぷ
り
と
暮
れ
、
深
い
雪
を
か

き
わ
け
峠
を
越
え
て
き
た
老
人

は
、
寒
さ
と
空
腹
で
す
っ
か
り

弱
っ
て
い
ま
し
た
が
、
ム
ラ
の

明
か
り
を
見
つ
け
て
、
ほ
っ
と

胸
を
な
で
お
ろ
し
ま
し
た
。
そ

し
て
、
一
軒
の
家
の
戸
を
た
た

き
、「
わ
り
ど
も
一
晩
泊
め
て

も
ら
わ
ん
ね
べ
か
」
と
頼
み
ま

し
た
。
そ
の
家
の
ジ
ロ
で
は
あ

か
あ
か
と
火
が
燃
え
、
主
人
が

土
間
で
わ
ら
仕
事
を
し
て
い
ま

し
た
が
、「
お
ら
ど
こ
は
狭
く

～山内写真館の世界～

 

「
茶ち

ゃ
づ
か塚
の
松
」
の
巻
　

　
　
　
　
　
　
　（
落
之
水
）

松之山中学校　アルペンスキー部

　２月７日から10日にかけて開催された第

48回全国中学校スキー大会に、３人の部員

が出場を果たしたアルペンスキー部。夏は陸

上部や野球部に所属しますが、夏休み中はラ

ンニング・自転車・ローラースケートの朝練

習をこなし、体力アップに取り組みました。

　全中に出場できなかった悔しさや全中に出

場した経験を糧に、選手たちは次の目標へ向

けて練習を重ねています。

54年前の結婚式
　● 撮影時期：昭和31年12月２日

　● 撮影場所：太子堂

　文金高島田で黒留袖を着た花嫁が到着

すると、結納返しの儀式をして両家があ

いさつしました。そして、三三九度の杯

を交わした後、本膳が始まります。座敷

の外にはスキミといって、障子に穴をあ

けてのぞく近所の人たちでにぎわい、宴

会は夜中まで続きました。

●問合せ：情報館　☎750-5100

小
堺
ひ
か
り
部
長
・
村
山
駿
さ
ん
・
志
賀
祥
和

さ
ん
・
柳
瑛
人
さ
ん

─
─

全
中
で
は
楽
し
く
滑

れ
ま
し
た
が
、
全
国
の
壁
は
厚
い
と
感
じ
ま
し

た
。
３
年
生
は
引
退
で
す
が
、
１
・
２
年
生
は

３
月
に
開
催
さ
れ
る
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

出
場
を
目
指
し
、
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
来

年
は
部
員
全
員
で
全
中
に
出
場
し
て
、
よ
り
良

い
結
果
を
残
し
た
い
で
す
。

髙
澤
康
先
生

─
─

松
之
山
は
地
域
全
体
で
ア
ル

ペ
ン
ス
キ
ー
に
力
を
入
れ
て
い
る
の
で
、
生
徒

た
ち
の
技
術
は
地
元
の
松
之
山
温
泉
ジ
ュ
ニ
ア

ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
で
培
わ
れ
て
い
ま
す
。
部
活
で

は
体
力
強
化
に
重
点
を
置
き
、
夏
か
ら
40
分
間

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
続
け
て
い
ま
す
。
競
技
は
い

ろ
い
ろ
な
人
の
力
が
な
い
と
で
き
ま
せ
ん
。
感

謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
ス
キ
ー
を
と
お
し

て
自
分
を
高
め
て
い
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

には砂だらけになりすりむくこともありますが、

全国大会を目指す子どもや、ほかの競技のために

足腰を鍛えたいという子どもたちが元気にけいこ

をしています。見学・体験はいつでもできますの

で、ぜひ相撲場へ来てみてください。

◇日時：毎週月・水・金曜日午後７時～９時

◇会場：武道館相撲場（市総合体育館隣）

　つま先立ちで深く腰をおろし、ひざを開いて上

体を起こす相撲の『そんきょ』。皆さんはふらつ

かずにこの姿勢ができますか。トイレの洋式化が

進むなど、しゃがむことが少なくなった近年は、

普段から内また歩きで屈伸・伸脚のできない子ど

もが増えています。

　相撲の基本である『しこ・腰わり・すり足』は、

下半身の筋力強化と柔軟性の向上には最適な運動

です。小学校のときに相撲を経験した子どもたち

は、さまざまな競技で活躍しています。

　相撲教室では、まわしを締めて汗をかき、とき

十日町相撲教室
押して押して押しまくれ！
攻めて攻めて攻めまくれ！

街中ウォーク　目指せ地球一周40,000㎞

２月５日現在の歩行距離　26,454㎞
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１
月
31
日
㈪
か
ら
２
月
２
日
㈬
ま
で
の
３

日
間
、松
代
中
学
校
で「
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
に
科
学
の
お
も
し
ろ
さ
や
不
思
議
さ
を
体

感
し
て
も
ら
い
、
興
味
・
関
心
を
持
っ
て
も

ら
い
た
い
と
、
竹
内
幸
一
さ
ん
（
電
気
通
信

大
学
特
任
教
授
）
と
寺
木
秀
一
さ
ん
（
東
洋

大
学
教
授
）
を
講
師
に
迎
え
ま
し
た
。
中
学

校
の
体
験
入
学
に
訪
れ
た
松
代
地
域
の
小
学

６
年
生
と
そ
の
保
護
者
は
、
教
室
い
っ
ぱ
い

に
広
げ
ら
れ
た
１
０
０
以
上
の
お
も
し
ろ
い

サ
イ
エ
ン
ス
に
、
夢
中
に
な
っ
て
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　２月12日㈯、情報館で第３回つまり市民里山学会が開
かれました。関口市長のあいさつの後、合わせて８つの事
例の発表が行われました。「信越トレイル天水山周辺の巨
木調査」を発表した村山祐一さん（松之山自然友の会）の
報告では、松之山口から深坂峠までの5.7㎞の区間に、胸
高周囲長が200㎝を超える36本のブナの巨木が見つかっ
たそうです。また、新聞などで話題になった新彗

すいせい

星の発
見者、村上茂樹さん（森林総合研究所十日町試験地）は、
NASAを中心とした彗星自動探索装置が稼働を始めた中、
雪の多い十日町で、眼視で彗星発見に至った経緯を発表。
「“不利な条件だからだめ”と決めつけないで、晴れ間に感
謝して、あきらめない姿勢が大切」と力説しました。（市
民リポーター・門脇洋子さん）

身近な里山は発見の宝庫「里山学会」

　

２
月
５
日
㈯
、
城
ケ
丘
ピ
ュ
ア
ラ
ン

ド
で
第
62
回
十
日
町
雪
ま
つ
り
の
安
全

祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
期
間
中
の

安
全
と
成
功
を
願
い
、「
玉
ぐ
し
」
を

捧
げ
る
皆
さ
ん
の
手
に
も
力
が
入
っ
て

い
ま
し
た
。
最
後
に
佐
伯
宮
司
の
話
の

中
で
、「
豪
雪
だ
か
ら
こ
そ
、
雪
を
友

と
し
雪
を
楽
し
む
と
い
う
、
雪
ま
つ
り

原
点
の
意
味
を
考
え
ま
し
ょ
う
」
と
あ

り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
は
、
雪
と
と
も

に
た
く
ま
し
く
生
き
る
市
民
の
皆
さ
ん

に
伝
え
た
い
言
葉
で
す
。（
市
民
リ
ポ
ー

タ
ー
・
関
口
鈴
子
さ
ん
）

十
日
町
雪
ま
つ
り
安
全
祈
願
祭

手
づ
く
り
サ
イ
エ
ン
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

　高齢者が気軽に立ち寄り休憩できる『ふらっとステー
ション』が、２月10日㈭、本町２丁目にオープンしました。
中心市街地のにぎわい創出や空き店舗の活用を図るため、
十日町ＴＭＯ協議会（樋口正文会長）の空き店舗活用事業
として開設し、十日町地域の老人クラブの皆さんが、おも
てなしの広場として管理運営をします。中心市街地に買い
物に来た山間地の高齢者や全国からの来訪者が楽しいひと
ときを過ごし、気楽に休んでもらえるスペースとして開放
します。ぜひ気軽に立ち寄ってみてください。

気楽に休憩　ふらっとステーションオープン！

　

２
月
11
日
（
建
国
記
念
の
日
）、
笹
山

ス
ポ
ー
ツ
ハ
ウ
ス
周
辺
で
、
中
条
地
区
振

興
会
主
催
の
中
条
冬
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
午
後
６
時
、
キ
ャ
ン
ド
ル
ロ
ー

ド
に
明
か
り
が
と
も
り
、
チ
ュ
ー
ブ
ス
ラ

イ
ダ
ー
や
花
火
大
会
な
ど
楽
し
い
催
し
が

盛
り
だ
く
さ
ん
の
冬
ま
つ
り
に
な
り
ま
し

た
。毎
年
交
流
し
て
い
る
山
手
小
学
校（
岡

山
県
総
社
市
）
の
６
年
生
や
保
護
者
な
ど

約
70
人
も
ま
つ
り
に
参
加
。
も
ち
つ
き
大

会
で
は
、か
わ
る
が
わ
る
に
杵き

ね

を
ふ
る
い
、

つ
き
た
て
の
も
ち
に
舌
鼓
を
打
っ
て
い
ま

し
た
。

雪
に
負
け
な
い
！
中
条
冬
ま
つ
り

　２月２日㈬、JR東日本宮中取水ダムで魚道
改築工事の安全祈願祭が行われました。安全祈
願祭には地元住民など約30人が参加。久しぶ
りの陽光の下、厳かに執り行われました。以前
から魚道の改築を訴え続けてきた中魚沼漁協組
合長の長谷川克一さんは、「やっとこの日が来
たと感慨深いものがあります」と目を細めてい
ました。魚道は平成24年３月に完成。併せて
新設される魚道観察室は、24年１月から着工
し、６月に使用が開始される予定です。（市民
リポーター・風間栄光さん）

宮中取水ダムで安全祈願祭

　３月の沖縄国際映画祭で上映される地域発信型映
画「雪の中のしろうさぎ」の撮影が、２月９日㈬～
13日㈰に市内で行われました。「ごったく」（十日
町市ロケ応援団）の誘致で、市民も多数参加。五藤
利弘監督は、「十日町の美しい風景と人情を描いた
作品です」と語り、主演でタレントの岩尾望さんは、
「十日町のいいもの満載です」と話しました。

映画「雪の中のしろうさぎ」十日町ロケ

　２月16日㈬、十日町税務署でミス十日町雪
まつりの村山裕美さん（24歳）がe-Taxで確
定申告を行いました。e-Taxは、インターネッ
トで確定申告ができるシステムで、電子証明
書とICカードリーダライタを使い自宅のパソ
コンから申告ができます。村山さんは、「初め
てe-Taxで確定申告をしましたが、とても分か
りやすく簡単に申告できました」と、手軽さを
PRしていました。所得税の確定申告期限は３
月15日㈫、消費税の確定申告期限は３月31日
㈭です。

インターネットで簡単申告「e-Tax」
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TOWN TOPICSまちの話
題　このコーナーは、まちの話題や活動などを紹介しています。

情報がありましたら、企画政策課広報広聴係（☎757─3112）へ、
気軽にお寄せください。市民リポーターも募集しています。
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　代 表 者：代表取締役社長　高橋　四美男
　所 在 地：十日町市中条八幡
　連 絡 先：☎752-3281
　従業員数：８人
　事業内容：みそ、しょうゆ、

漬物などの製造
　　　　　　販売
　採用計画：未定
　理念/方針：日々、一生懸命

　代 表 者：代表取締役社長　村山　栄治
　所 在 地：十日町市山本866甲
　連 絡 先：☎752-3105
　従業員数：36人
　事業内容：ガソリン、プロパ
　　　　　　ンガス、建築資材、

金物の販売
　採用計画：未定
　理念/方針：会社の財産は人材

である

昭和35年に創業。無添加みそや天然醸造しょうゆ、漬物など、味にこ

だわった38種類の商品は、すべて手作りです。みそは、仕込みから１年

かけて熟成させ、発酵処理に米こうじだけではなく大豆こうじも使用して

いるため、まろやかな味わいと香りが特徴です。年間でみそは約40t、し

ょうゆは約54,000ℓを製造し、５割程度は県外で販売しています。商品

は越後湯沢駅でも販売しているほか、年に数回、首都圏で開催されるイベ

ントに参加して販路の拡大を進めています。なお、みそ漬などの漬物に使

用する野菜は、すべて市内の契約農家が作ったもので、同じ苗を使用すること

で野菜の品質の均一化を図っています。また、昨年秋には全国放送のテレビ番

組でしょうゆの実が紹介され、大きな反響がありました。

人口の減少や核家族化の影響などにより、みその消費量は減少傾向にありま

すが、今後も地元の素材を生かした新商品の開発や、商品パッケージの研究な

どを行い、この妻有の里で昔ながらの伝統の味を守り育てていきます。

明治32年に創業、今年で112年目を迎えます。創業時は金物屋として商売

をしていましたが、大正２年にガソリンや灯油、セメントなどの仕入れ販売

を始めました。現在は本町１と四日町でガソリンスタンドを経営し、その売

上が会社全体の約６割を占めます。主な取引先は出光興産㈱と太平洋セメン

ト㈱で、これまで新人社員研修の受け入れなど人事交流も進めてきました。

そのほか、20年ほど前から「クマ武」ブランドで知られるスノーダンプ

の製造販売を行っています。市内在住のクマ武の開発者から権利を譲り受け

たもので、その使いやすさや丈夫さが高く評価されています。取り扱いは、

生産可能数量の関係で中越エリアや長野県飯山市周辺に限定されています

が、特に今年のような大雪の年は、生産が需要に追いつかない状況です。

会社の財産は人材であり、社員一人ひとりが人間的に成長することで会社

も成長していくと考えています。現場の声を大事にし、お客様とのコミュニ

ケーションを大切にしながら、心のこもったサービスを提供していきます。

〜ガソリン、灯油、プロパンガスの販売のほか、セメントなどの建築資材やス
ノーダンプなどの金物製品の販売を行っています。社員一人ひとりが心の
こもったおもてなしでお客様を迎え、サービスの向上に努めています〜

～みそ、しょうゆ、漬物、しょうゆの実などをすべて手作りで製造・販売して
います。漬物に使用する野菜は市内の契約農家から仕入れるなど地産地消に
こだわり、手間を惜しまず、昔ながらの味わいを今に受け継いでいます～

株式会社　山田屋商店 有限会社　高長醸造場

株式会社 山田屋商店

有限会社　高長醸造場

【
着
付
け
教
室
】
●
日
時
＝
３
・

４
月
の
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時
30

キ
ナ
ー
レ

各
種
教
室
・
講
演
会
開
催
！

分
〜
３
時
30
分
●
会
場
＝
体
験
工

房
館
●
受
講
料
＝
１
回
５
０
０
円

※
き
も
の
一
式
持
参
（
有
料
貸
出

あ
り
）
●
定
員
＝
10
人
（
当
日
受

付
可
）【
友
禅
教
室
】
●
日
時
＝

３
月
の
毎
週
金
曜
日
午
後
１
時
〜

３
時
●
会
場
＝
体
験
工
房
館
●
受

講
料
＝
１
回
５
０
０
円
（
材
料
費

別
）【
機
織
り
教
室
】
●
日
時
＝

３
月
の
毎
週
月
曜
日
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
（
21
日
は
休
み
）
●
会

場
＝
体
験
工
房
館
●
受
講
料
＝
１

回
８
０
０
円
〜
（
材
料
費
込
み
）

●
定
員
＝
８
人
【
笑
み
筋
体
操
講

演
会
】
笑
う
こ
と
や
発
声
を
組
み

合
わ
せ
た
講
演
会
で
す
。
●
日
時

＝
３
月
１
日
㈫
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
●
会
場
＝
明
石
の
湯
●
参
加

費
＝
５
０
０
円
（
入
浴
付
き
）
●

講
師
＝
晏
在
雅
子
さ
ん
（
N
P
O

ハ
ッ
ピ
ー
ネ
ッ
ト
）
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
キ
ナ
ー
レ
（
☎
７
５
２

―
０
１
１
７
）

高
次
脳
機
能
障
害

支
援
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
交
通
事
故
な
ど
で
脳
に
損
傷
を

受
け
た
後
、
新
し
い
こ
と
が
覚
え

に
く
く
な
っ
た
り
、
感
情
の
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
が
難
し
く
な
っ
た
り
す

る
高
次
脳
機
能
障
が
い
へ
の
理
解

を
深
め
ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
19

日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜
４
時
30
分

（
受
付
開
始
１
時
）
●
会
場
＝
ホ

テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡
（
長

岡
市
）
●
参
加
費
＝
無
料
●
定
員

＝
先
着
３
５
０
人
●
内
容
＝
講

演
・
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
３
月
４
日
㈮
ま
で

に
新
潟
県
高
次
脳
機
能
障
害
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
０
２
５
―
３

６
５
―
０
１
７
７
）

地
域
支
援
事
業
５
周
年
記
念
講
演
会

「
地
域
で
命
を
支
え
る
」

　
健
康
で
長
生
き
の
方
法
を
教
え

ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
16
日
㈬
午

後
７
時
〜
８
時
30
分
（
開
場
６
時

30
分
）
●
会
場
＝
市
民
会
館
●
参

加
費
＝
無
料
●
講
師
＝
鎌
田
實
さ

ん
（
諏
訪
中
央
病
院
名
誉
院
長
）

●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
福
祉
課
お

と
し
よ
り
相
談
係
（
☎
７
５
７
―

９
７
５
８
）

十
日
町
お
や
こ
劇
場

【
わ
く
わ
く
キ
ッ
ズ
】
親
子
で
英

会
話
を
し
て
楽
し
く
体
を
動
か
し

ま
す
。
●
日
時
＝
３
月
３
日
㈭
・

17
日
㈭
午
前
10
時
45
分
〜
11
時
45

分
●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
対
象

＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者
●
参

　
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
を
提

供
し
ま
す
。
ピ
ザ
と
チ
ョ
コ
フ
ォ

ン
デ
ュ
を
作
っ
て
交
流
し
ま
せ
ん

か
。
●
日
時
＝
３
月
19
日
㈯
午
後

２
時
〜
７
時
●
対
象
＝
30
〜
40
歳

の
人
●
参
加
費
＝
男
性
４
、
０
０

０
円
、
女
性
２
、
０
０
０
円
●
定

員
＝
各
15
人
●
会
場
・
申
込
み
・

問
合
せ
＝
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
タ

ナ
カ
ク
マ
キ
チ
。（
☎
７
６
１
―

７
１
０
１
）

●
期
日
＝
３
月
13
日
㈰
（
受
付
午

前
７
時
30
分
〜
８
時
20
分
）
●
競

技
開
始
＝
幼
児
レ
ー
ス

：

午
前
９

時
40
分
、
小
学
生
以
上

：

10
時
10

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
を

履
い
て
、
雪
原
の
春
を
見
つ
け
に

行
き
ま
せ
ん
か
。
●
日
時
＝
3
月

13
日
㈰
午
前
9
時
～
正
午
●
会
場

＝
な
か
さ
と
清
津
ス
キ
ー
場
●
参

雪
山
体
感
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
キ
ー

加
費
＝
５
０
０
円
●
持
ち
物
＝
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
一
式

（
無
料
レ
ン
タ
ル
あ
り
）、
ス
キ
ー

の
で
き
る
服
装
、
飲
み
物
、
着
替

え
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
3
月
4

日
㈮
ま
で
に
中
里
公
民
館
（
☎
７

６
３
―
２
４
９
３
）

分
●
会
場
＝
中
峰
ス
キ
ー
場
●
参

加
費
＝
小
学
生
以
上
１
、
５
０
０

円
、
幼
児
５
０
０
円
※
当
日
申
込

み
可
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月

６
日
㈰
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て

十
日
町
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ
（
ホ
ン
マ

科
学
㈱
内
☎
７
５
７
―
２
４
９
３
）

に
い
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

ト
キ
め
き
H
e
a
r
t
オ
シ
ャ

レ
カ
フ
ェ
で
ま
っ
た
り
会

グ
レ
ス
テ
ン
カ
ッ
プ

第
43
回
十
日
町
ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
選

手
権
大
会
、
第
７
回
中
峰
ス
キ
ー
場

ジ
ャ
イ
ア
ン
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
大
会

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

24市報とおかまち　平成23年2月25日号

事業所情報紙
と・お・か・ま・ち

十日町の働く現場を紹介します。 ■問合せ　産業振興課　☎757-3139

※はたログ掲載事業所を募集しています。詳しくは産業振興課まで市報とおかまち　平成23年2月25日号25

お知らせ・ガイド 十日町・川西・中里地域と松代・松之山地域間の☎には市外局番 025 が必要です

その27



㈳
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー

セ
ン
タ
ー
事
務
局
長
募
集

　
４
月
１
日
付
け
の
採
用
で
す
。

●
募
集
人
数
＝
１
人
●
応
募
資
格

＝
採
用
日
現
在
、
満
60
歳
未
満
で

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有
す
る

市
内
・
津
南
町
在
住
の
人
●
選
考

方
法
＝
書
類
審
査
・
面
接
な
ど
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
３
月
10
日
㈭

（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
履
歴

書
を
㈳
十
日
町
地
域
シ
ル
バ
ー
セ

ン
タ
ー
（
☎
７
５
８
―
４
８
０
９
）

加
費
＝
２
回
目
ま
で
無
料
、
３
回

目
か
ら
２
０
０
円
●
持
ち
物
＝
着

替
え
、
飲
み
物
【
人
形
劇
「
お
ま

え
う
ま
そ
う
だ
な
」
〜
む
す
び
座

〜
】
●
日
時
＝
３
月
12
日
㈯
午
後

６
時
30
分
〜
（
60
分
間
）
●
会
場

＝
サ
ン
ク
ロ
ス
十
日
町
●
対
象
＝

会
員
限
定
（
当
日
入
会
可
）
※
年

中
以
上
の
お
子
さ
ん
１
人
に
つ

き
、
会
費
月
額
７
０
０
円
●
問
合

せ
＝
十
日
町
お
や
こ
劇
場
事
務
局

（
加
賀
書
院
内
☎
７
５
２
―
２
１

１
４
）

　
温
泉
や
お
し
ゃ
べ
り
で
ス
ト
レ

ス
を
解
消
し
ま
し
ょ
う
。
介
護
の

ヒ
ン
ト
も
見
つ
か
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
●
日
時
＝
３
月
14
日
㈪
午
前

11
時
〜
午
後
２
時
●
会
場
＝
千
手

温
泉
千
年
の
湯
●
参
加
費
＝
無
料

㈳
認
知
症
の
人
と
家
族
の
会

新
潟
県
支
部
妻
有
地
区

介
護
者
の
交
流
会

第
６
回
デ
ジ
カ
メ
し
よ
う
華

写
真
展

●
会
期
＝
３
月
８
日
㈫
正
午
ま
で

●
会
場
＝
中
央
公
民
館
●
入
場
料

＝
無
料
●
問
合
せ
＝
関
口
（
☎
７

５
７
―
２
７
３
８
）

お
得
で
す
！

国
民
年
金
の
「
前
納
制
度
」

第
25
回
黄
桜
の
丘
桜
ま
つ
り

短
歌
を
募
集
し
て
い
ま
す

　
４
月
29
日
（
昭
和
の
日
）
に
黄

桜
の
丘
公
園
（
宮
中
）
で
行
う
短

歌
発
表
会
の
短
歌
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
入
選
作
品
は
ま
つ
り
で
当

日
に
発
表
・
表
彰
さ
れ
ま
す
。
●

歌
題
＝
黄
桜
・
信
濃
川
・
春
近
し

●
応
募
方
法
＝
は
が
き
に
住
所
・

　
国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
を
ま

と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る

前
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
制

度
を
利
用
す
る
と
、
毎
月
納
付
す

る
手
間
が
省
け
て
納
め
忘
れ
の
心

配
も
な
く
、
保
険
料
の
割
引
も
あ

り
ま
す
。
口
座
振
替
に
す
る
と
さ

ら
に
お
得
で
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
●
割
引
額
＝
▼
納
付
書

で
の
納
付

：

６
か
月
前
納
７
３
０

円
、
１
年
前
納
３
、
２
０
０
円
▼

口
座
振
替

：

早
割
り
（
当
月
末
振

替
）
50
円
、
６
か
月
前
納
１
、
０

２
０
円
、
１
年
前
納
３
、
７
８
０

円
●
口
座
振
替
の
手
続
き
（
前
納

の
場
合
）
＝
３
月
９
日
㈬
ま
で
に
、

金
融
機
関
や
郵
便
局
な
ど
の
窓
口

に
あ
る
「
国
民
年
金
保
険
料
口
座

振
替
納
付
（
変
更
）
申
出
書
」
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
そ
の
窓
口

へ
提
出
●
持
参
す
る
も
の
＝
年
金

手
帳
、
預
（
貯
）
金
通
帳
、
通
帳

届
出
印
●
問
合
せ
＝
六
日
町
年
金

事
務
所
（
☎
０
２
５
―
７
１
６
―

０
８
０
０
）

氏
名
・
年
齢
・
短
歌
（
３
首
ま
で
）

を
記
入
し
送
付
●
応
募
・
問
合
せ

＝
３
月
31
日
㈭
（
必
着
）
ま
で
に
、

〒
９
４
９
―
８
４
９
２
十
日
町
市

上
山
己
２
１
３
３
市
観
光
協
会
中

里
支
部
（
☎
７
６
３
―
３
１
６
８
）

十
日
町
市
高
等
職
業
訓
練
校

23
年
度
生
徒
募
集

●
科
目
＝
①
建
築
製
図
科
（
２
級

建
築
士
養
成
）
②
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

科
③
ワ
ー
プ
ロ
科
（
ワ
ー
ド
入
門
・

応
用
）
④
表
計
算
科
（
エ
ク
セ
ル

入
門
・
応
用
）
⑤
経
理
事
務
科
⑥

測
量
科
●
申
込
み
受
付
時
間
＝
午

前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
※
土
・

日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
●
申
込
み
・

問
合
せ
＝
３
月
10
日
㈭
ま
で
に
、

入
校
申
込
書
（
問
合
せ
先
に
配
置
）

※
入
館
料
、
昼
食
代
は
各
自
負
担

（
昼
食
は
売
店
で
購
入
し
て
く
だ

さ
い
）
●
問
合
せ
＝
平
野
（
☎
７

６
８
―
２
９
０
８
）

に
証
明
写
真
を
添
え
て
十
日
町
市

高
等
職
業
訓
練
校
（
☎
７
５
２
―

３
８
０
３
）

所
得
税
の
確
定
申
告
は

お
早
め
に

　
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
提
出

及
び
現
金
で
の
納
付
期
限
は
３
月

15
日
㈫
で
す
。
期
限
ま
で
に
申
告

し
な
か
っ
た
場
合
は
、
納
税
額
の

ほ
か
に
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
ほ
か
、
延
滞
税
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
申
告
書
の
作
成

は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

「
確
定
申
告
書
作
成
コ
ー
ナ
ー
」

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
画
面
の
案

内
に
従
っ
て
所
得
税
の
申
告
書
や

青
色
申
告
決
算
書
な
ど
を
作
成
で

き
ま
す
。
●
問
合
せ
＝
十
日
町
税

県
議
会
議
員
選
挙

立
候
補
予
定
者
説
明
会

　
４
月
10
日
執
行
予
定
の
県
議
会

議
員
一
般
選
挙
に
係
る
立
候
補
予

定
者
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。
●

日
時
・
会
場
＝
▼
３
月
16
日
㈬
午

後
１
時
30
分
〜

：

県
庁
・
長
岡
市

役
所
▼
３
月
17
日
㈭
午
後
１
時
30

　
２
月
は
国
民
健
康
保
険
税
第
11

期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
第

11
期
及
び
介
護
保
険
料
第
11
期
の

納
付
月
で
す
。
期
限
（
２
月
28
日
）

内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。
●
問
合
せ

＝
税
務
課
・
市
民
生
活
課
・
福
祉

課
２
月
の
納
税
・
納
付

３
月
の
休
館
日

分
〜

：

上
越
地
域
振
興
局
●
問
合

せ
＝
県
選
挙
管
理
委
員
会
（
☎
０

２
５
―
２
８
０
―
５
５
１
５
）

　
気
軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
で
秘
密
厳
守
で
す
。

●
日
時
＝
３
月
13
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
４
時
●
相
談
電
話
番
号
＝

０
２
５
―
２
２
２
―
３
１
９
１

（
当
日
の
み
・
予
約
不
要
）
●
問

合
せ
＝
新
潟
県
司
法
書
士
会
（
☎

０
２
５
―
２
２
８
―
１
５
８
９
）

●
千
手
中
央
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
＝
毎
週
火
曜
日
・
21
日
㈷

●
博
物
館
＝
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・

22
日
㈫
・
28
日
㈪

●
情
報
館
＝
７
日
㈪
・
14
日
㈪
・

22
日
㈫
・
28
日
㈪

●
市
総
合
体
育
館
＝
15
日
㈫

●
川
西
総
合
体
育
館
＝
毎
週
水
曜
日

●
松
代
総
合
体
育
館
＝
毎
週
月
曜
日

●
キ
ョ
ロ
ロ
＝
毎
週
火
曜
日

●
ひ
だ
ま
り
プ
ー
ル
＝
毎
週
火
曜
日

務
署
（
☎
７
５
２
―
３
１
８
１
）

経
済
的
問
題
で
悩
ん
で
い
る

人
の
た
め
の
電
話
相
談
会

●入館料：大人500円、小・中・高
　生300円（市内小・中学生は無料）
●参加費：大人500円、小・中・高
　生300円
●集合場所・問合せ
　キョロロ　☎595-8311

※小学３年生以下は保護者の同伴が必要です

 「森の学校」キョロロ
３月の里山体験プログラム

日　時・テーマ

６日㈰　午前10時〜午後３時
　布ぞうり作り

13日㈰　午後１時30分〜３時
　里山の生き物探険

20日㈰　午前10時〜午後３時
　飾りのわら細工作り

26日㈯　午前５時30分〜８時30分
　探鳥会（無料）

※市では広告を募集しています。詳しくは広報広聴係まで

広告掲載

むし歯のないよい歯の子
１月の３歳児健診を受けた子36人
よい歯の子 住　所 保護者

滝 沢 真
しん

司
じ

（本町２） 梢

根 津 昊
こう

明
めい

（本町6-1） 暢

酒 井 　 駿
しゅん

（稲荷町３本通り） 潤

鈴 木 寛
ひろ

人
と

（稲荷町３南） 龍

蕪 木 健
けん

太
た

（学校町１） 文明

樋 熊 花
か

純
すみ

（田中町本通り） 真人

田 村 隆
りゅう

成
せい

（昭和町３） 隆英

久 保 田 侑
ゆ

奈
な

（中条下町） 亮

柴 田 貫
かん

太
た

（川治上町１） 芳雄

小 林 花
か

乃
の

子
こ

（城之古１） 泰幸

髙 橋 佳
か

歩
ほ

（城之古１） 謙一

小 林 　 簾
れん

（城之古２） 政広

池 内 陽
はる

菜
な

（城之古東町） 寛

池 内 大
ひろ

翔
と

（城之古東町） 寛

渡 邊 康
こう

介
すけ

（山本町２） 雅朗

石 田 蒼
そ

空
ら

（千歳町１） 広恵

池田えみか （桑原） 修一

髙 橋 祥
しょう

花
か

（幸町） 準一

尾 身 晟
せい

叶
か

（発電所通り東） 尚也

渡 邊 結
ゆ

衣
い

（元町） 智和

廣 田 顕
けん

人
と

（干溝） 昌人

髙 橋 萠
も

笑
え

（松代） 佳男

髙 澤 暁
あき

斗
と

（湯本） 平

※保護者の承諾を得て掲載しています

情報館　３月のテーマ図書
　情報館ではテーマ図書のコーナーを設けて、テーマ

に沿った図書を展示、貸し出しています。

※テーマは一部変更や追加の場合があります

■問合せ　情報館　☎750-5100

【
一
般
向
け
】

【
児
童
向
け
】

「事実は小説よりも奇なり」（『倒壊する巨塔』『限

界集落』などノンフィクションの本）

「知るほど　なるほど」（『正式名称大百科』『アラ

マタ大事典』など知っているようで知らない雑学

の本）

「どきどき　はじめのいっぽ」（『はじめてのおつ

かい』『いちねんせいのがっこうたんけん』など

うれしくて少し不安な初体験の本）

「茂市久美子を読む」（『つるばら村』シリーズな

どで知られる作家の作品を紹介※２月 22 日㈫か

ら展示）

　
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
２

月
７
日
㈪
に
応
募
総
数
１
６

１
通（
う
ち
正
解
１
６
０
通
）

の
中
か
ら
抽
選
を
行
い
、
５

人
に
賞
品
を
発
送
し
ま
し

た
。
当
選
し
た
皆
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

市
報
１
月
10
日
号

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
答
え

「
お
ん
せ
ん
く
ろ
か
ん
」

●
中
央
公
民
館
＝
毎
週
月
曜
日

26市報とおかまち　平成23年2月25日号
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十日町本庁（代表）
☎757-3111

川西支所（市民課直通）
☎768-4956

中里支所（市民課直通）
☎763-3121

松代支所（市民課直通）
☎597-2221

松之山支所（市民課直通）
☎596-2169

健康相談・休日救急医・離乳食教室・乳幼児健診・乳幼児の健康相談の問合せ

▼
新
年
早
々
か
ら
降
り
続
い
た
雪
に
、
心

身
と
も
に
疲
れ
果
て
た
１
月
で
し
た
。
わ

が
家
で
は
、
ほ
ぼ
毎
週
の
よ
う
に
屋
根
の

雪
お
ろ
し
に
追
わ
れ
、
最
後
は
雪
の
お
ろ

し
場
所
が
な
く
な
り
、
ま
ず
場
所
を
確
保

し
て
か
ら
の
作
業
に
な
り
ま
し
た
。
２
月

に
入
っ
た
晴
れ
間
に
、
市
内
の
雪
の
状
況

を
取
材
し
て
き
ま
し
た
。
こ
ん
な
豪
雪
の

中
で
も
、
少
し
雪
が
降
り
止
む
と
、
除
雪

す
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
表
情
も
心
な
し
か

和
ら
い
で
見
え
ま
す
。
春
を
楽
し
み
に
、

も
う
し
ば
ら
く
の
辛
抱
で
す
。

▼
２
月
26
日
㈯
か
ら
は
、
吉
田
ク
ロ
カ
ン

コ
ー
ス
で
全
日
本
選
手
権
が
始
ま
る
な

ど
、冬
の
ス
キ
ー
競
技
が
真
っ
盛
り
で
す
。

豪
雪
を
跳
ね
返
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
や
全

中
、
国
体
な
ど
で
地
元
出
身
の
選
手
が
大

活
躍
す
る
ニ
ュ
ー
ス

に
、
い
つ
も
パ
ワ
ー

を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。

▼
正
月
明
け
か
ら
ほ
ぼ
毎
日
降
っ
て
い
た

雪
も
、
２
月
に
入
り
一
休
み
し
て
く
れ
て

い
る
よ
う
で
す
。
こ
の
ま
ま
春
に
な
っ
て

く
れ
る
と
大
変
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。
こ

の
市
報
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ
ろ
は
、
雪

ま
つ
り
も
終
わ
っ
て
い
ま
す
が
、
ま
だ
ま

だ
市
内
で
は
た
く
さ
ん
の
雪
の
イ
ベ
ン
ト

が
め
じ
ろ
押
し
で
す
。
今
年
は
雪
も
十
分

に
あ
り
、
主
催
者
側
で
は
準
備
万
端
整
え

て
い
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
年
こ
そ
は

各
地
域
に
出
か
け
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
と
こ
ろ
で
、
昨
年
の
猛
暑
の
影
響
で
、

今
年
の
春
先
は
ス
ギ
花
粉
が
す
ご
く
多
い

と
聞
い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
私
自
身

は
花
粉
症
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
突
然
花

粉
症
に
な
る
こ
と
も

あ
る
と
い
い
ま
す
の

で
、
気
を
つ
け
た
い

と
思
い
ま
す
。

(せ) (久)

●日時　１日㈫・８日㈫・15日㈫ 午前10時〜11時
●会場　サンクロス十日町
●対象　１歳〜就園前のお子さんとその保護者
●問合せ　中央公民館　☎757-5011

 なかよしランド

●心配ごと相談

　会場：社会福祉協議会（本所・支所）
　時間：午後１時30分〜４時
▽十日町本所　毎週木曜日
▽松代支所　　４日㈮　  ▽松之山支所　８日㈫
▽中里支所　　18日㈮　 ▽川西支所　　22日㈫

問合せ　社会福祉協議会　☎750-5010

●期日・会場・受付時間

14日㈪　十日町地域振興局　午前10時〜正午

　　　　千手中央コミュニティセンター　午後１時45分〜３時30分

31日㈭　十日町市役所　　　午前10時〜正午

　　　　　　〃　　　　　　午後１時〜３時30分

●問合せ　健康支援課母子保健係　☎757-9759

●全血献血

●ジョブカフェ（若者のための仕事相談）

　おおむね30代半ばまでが対象です　※要予約
　３日㈭・17日㈭　午前10時〜午後３時
　会場：本町分庁舎　☎757-3139

●定例行政相談
　毎月第２金曜日　午前10時〜正午
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●行政相談
　【川西地域】23日㈬　午後１時〜３時
       　　　　会場：はあとふる川西
　【中里地域】19日㈯　午後１時30分〜３時30分
       　　　　会場：行政相談員自宅
       　　　　 ※会場の詳細は中里支所市民課
　　　　　　 ☎763-2513へ問い合わせてください

●法律相談　電話で市民生活課市民年金係へ要予約
　毎週木曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●多重債務相談　電話で市民生活課交通生活係へ要予約
　９日㈬　午後１時30分〜４時30分
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●消費者相談　電話で市民生活課交通生活係へ予約可
　毎週月曜日　午後１時30分〜４時
　会場：本庁消費生活相談室・行政相談室

●定例社会保険・年金相談
　10日㈭・24日㈭
　午前10時〜正午、午後１時〜３時
　会場：クロス10

●教育・少年相談
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前９時〜午後５時
　会場：教育センター（情報館内）
　※電話相談（☎756-5010）も行っています

●女性相談専用電話
　月〜金曜日（休日・祝日・年末年始を除く）
　午前８時30分〜午後５時15分　☎757-3701

●各種相談のお知らせ

●日時　３日㈭・10日㈭・17日㈭ 午前10時〜11時
●対象　未就園児とその保護者
●会場・問合せ　水沢公民館　☎758-3101

 いっしょにあそぼ

●日時　12日㈯　午前10時〜11時
●会場　下条公民館
●対象　乳幼児〜小学生
●問合せ　水落　☎756-2254

 ぐりぐらルーム

　３月はお休みです。

●問合せ　中里公民館　☎763-2493

 おはなしひろば

●日時　10日㈭　午前10時〜11時
●対象　乳幼児とその保護者
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしたまてばこ

●日時　19日㈯　午後２時〜３時
●対象　幼児〜小学生
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 読み聞かせの会「どんぐり」

●日時　５日㈯・12日㈯・26日㈯
　　　　午前10時30分〜11時
●対象　乳幼児
●会場・問合せ　情報館　☎750-5100

 おはなしぴよぴよ

●日時　19日㈯　午前10時〜11時
●会場　千手中央コミュニティセンター
●対象　乳幼児〜小学３年生
●問合せ　保坂　☎090-7814-9462

 おはなしの会「ふきのとう」

●日時　12日㈯　午前10時30分〜11時30分
●対象　どなたでも参加できます
●会場・問合せ
　十日町おやこ劇場事務所・加賀書院 ☎752-2114
※加賀文庫の絵本の貸し出しも行っています

 十日町おやこ劇場〜おはなしてんこもり〜

　不眠・不安・意欲の低下などで悩んでいませんか。

本人でも家族でも無料で相談できます。

●日時　①２日㈬　②11日㈮　午後２時〜４時

●会場　①津南町役場　②松之山保健センター

●医師　①須賀医師　②有田医師　（中条第二病院）

●申込み・問合せ

　十日町地域振興局健康福祉部地域保健課

　　　　　　　　　　　　　　☎757-2402

●こころの健康相談●ちびっこひろば

期　日  医療機関名  住　所 電話番号

大坪医院 四日町新田２ 757-6100

津南病院 津南町 765-3161

山口医院 下条中央通り 755-2003

上村病院 田中 763-2111

庭野医院 寿町４ 752-2711

富田医院 発電所通り西 761-0200

本町クリニック 本町３ 750-1160

20日㈰

13日㈰

●診療時間：午前８時30分〜午後５時
※昼休み時間が医療機関により異なりますので、午
　後の診療開始時間は問い合わせてください

●休日救急医

事 業 名 期  日 受 付 時 間 対 象 児

４か月児
健診

23日㈬
午後１時
　〜１時30分

22年11月
生まれの乳児

10か月児
身体測定

24日㈭
午前９時
　〜９時30分

22年５月
生まれの乳児

１歳６か月児
健診

16日㈬
午後１時
　〜１時30分

21年９月
生まれの幼児

２歳６か月児
身体測定

23日㈬
午前９時
　〜９時30分

20年９月
生まれの幼児

３歳６か月児
健診

17日㈭
午後１時
　〜１時30分

19年９月
生まれの幼児

◎会　場…十日町保健センター（市役所隣）
◎持ち物…母子健康手帳、問診票、フッ化物歯
　面塗布希望確認票（１歳６か月児のみ）、視聴
　覚アンケート（３歳６か月児のみ）、着替えや
　おむつなど必要なもの
◎健診は体調の良いときに受診してください。欠
　席や体調が心配な場合は、本庁または各支所へ
　連絡してください。
◎３歳６か月児健診は事前に検査セットを送りま
　す。届かない人は本庁へ連絡してください。
◎健診終了時間が遅くなることがあります。ゆと
　りをもって来てください。

●乳幼児健診

●離乳食教室
事業名 対象児 開 催 日

離乳のはじめて
コース

２か月〜４か月児 11日㈮

ステップアップ
コース

６か月〜９か月児 25日㈮

会　　場　十日町保健センター（市役所隣）

受付時間　午前９時45分〜10時

　　　　　直接会場へおいでください

持 ち 物　母子健康手帳・筆記用具

●乳幼児の健康相談 対象は乳幼児とその保護者です

期　日 会場 受付時間

９日㈬
千手中央コミュニティセンター

午前９時30分〜正午
午後１時〜２時30分

子育て支援センター「きらりん」 午前10時〜11時

10日㈭
子育て支援センター「くるる」 午前10時〜11時30分

松之山保育園 午前９時〜11時

18日㈮ 松代保育園 午前９時〜11時30分

期　日 会場 受付時間

７日㈪・28日㈪ 十日町保健センター（市役所隣） 午前9時30分〜11時30分

10日㈭ 吉田公民館 午前9時30分〜11時30分

14日㈪ 中里支所 午前9時〜11時30分

15日㈫ 川西支所 午前9時〜11時

18日㈮ 水沢公民館 午前9時30分〜11時30分

22日㈫ 松代支所 午前9時〜11時

25日㈮
中条公民館 午前9時30分〜11時30分

下条公民館 午前9時30分〜11時30分

28日㈪ 松之山支所 午前9時〜11時30分

※健康手帳のある人は持参してください

●健康相談 保健師による相談
21日㈷

27日㈰

６日㈰
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１
月
24
日
㈪
と
27
日
㈭
、
全
国
学
校
給

食
週
間
に
合
わ
せ
て
深
雪
の
里
フ
�
ー
ム

の
会
員
の
皆
さ
ん
が
地
域
の
小
学
校
か
ら

給
食
の
招
待
を
受
け
ま
し
た
。「
子
ど
も

た
ち
か
ら
招
待
状
が
届
い
た
と
き
は
、
涙

が
出
る
ほ
ど
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
子
ど

も
た
ち
に
直
接
会
っ
て
い
っ
し
ょ
に
給
食

を
食
べ
る
こ
と
で
、
食
材
を
提
供
す
る
者

の
責
任
を
感
じ
ま
し
た
」
と
話
す
の
は
、

代
表
の
樋
口
洋
史
さ
ん
（
干
溝
・
62
歳
）。

深
雪
の
里
フ
�
ー
ム
は
、
給
食
野
菜
の
地

産
地
消
を
目
指
し
て
１
年
の
試
験
期
間
を

経
た
後
、
22
年
９
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

  

試
験
時
の
中
里
地
域
で
は
、
地
元
産
野

菜
の
給
食
自
給
率
は
９
・
４
％
で
し
た
が
、

試
験
納
入
を
始
め
て
か
ら
半
年
で
17
％
ま

で
増
加
し
ま
し
た
。
今
で
は
、
13
品
目
の

野
菜
を
９
月
か
ら
４
月
ま
で
納
品
し
、
そ

の
間
は
ほ
ぼ
毎
日
給
食
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
市
で
は
地
元
産
野
菜
の
給
食
自
給

率
を
23
年
度
に
30
％
に
向
上
さ
せ
る
目
標

を
掲
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
会
員
の
皆
さ

ん
も
さ
ら
に
意
気
込
ん
で
い
ま
す
。

  

深
雪
の
里
フ
�
ー
ム
は
、
耕
作
放
棄
地

減
少
に
よ
る
環
境
保
全
な
ど
、
ほ
か
の

目
標
も
掲
げ
て
い
ま
す
。
樋
口
さ
ん
は
、

「
今
年
は
授
産
施
設
の
皆
さ
ん
に
作
業
を

手
伝
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま

す
。
地
域
を
巻
き
込
ん
で
輪
を
広
げ
て
い

き
た
い
」と
、活
動
の
思
い
は
広
が
り
ま
す
。

₃₅

お
い
し
い
野
菜
を
届
け
た
い

●
問
合
せ
　
代
表
　
樋
口
洋
史
　
　

　
　
　
　
　
☎
７
６
３

�

３
４
４
４

深
雪
の
里
フ
ァ
ー
ム　「給食に招待してくれてありがとう」と、児童たちの前であいさつを述べ

る樋口洋史さん（写真左１）と会員の皆さん。

　おいしい野菜を提供してくれ
るお礼にと、子どもたちからは
手づくりの招待状が届きまし
た。

　いつもは静かに給食を食べ
ますが、この日だけは特別。
深雪の里ファームの皆さんと
楽しくいっしょに食事をしま
した。

　

昨
年
９
月
に
設
立
し
、
中
里
地
域
の
３
小
学
校
・
１
中
学
校
に
給
食
の
食
材
を
提
供
し

て
い
る
深
雪
の
里
フ
ァ
ー
ム
。
約
15
の
農
家
の
皆
さ
ん
が
栽
培
し
た
野
菜
を
仕
入
れ
て
学

校
に
納
入
し
て
い
ま
す
。「
地
域
の
皆
さ
ん
が
作
っ
た
安
全
安
心
な
野
菜
を
子
ど
も
た
ち

に
食
べ
さ
せ
た
い
」。
こ
の
優
し
い
思
い
が
、
活
動
の
原
動
力
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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